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資格のガイドライン（ Ａ 本協会の資格の考え方編） 
 
１．本ガイドラインの概要 

このガイドラインは、本協会の資格の基本的な考え方に基づいて、「A．本協会の資格の考え方」、「B．

資格ごとの教育課程編成のしかた」、「C．資格到達目標達成度評価制度の運用」の 3 つの構成からなって

います。 
 本協会は、まだ実務教育のことが話題にもならなかった 1973 年当時、社会で活躍できる実務の素養と

人間力を備えた人材の能力開発に着目し、大学・短期大学における秘書教育課程を開発して、資格を授

与することに始まりました。 
その後、時代の要請や社会のニーズを捉えて、情報処理教育課程、ビジネス実務教育課程など実務教

育に関わる数多くの教育課程を開発し、資格を授与することとなりました。社会的に役立つ実務教育の

資格授与、大学・短期大学における実務教育の在り方を追求することを本協会の使命として資格認定事

業を推進しています。 
◆協協会会ののめめざざすす実実務務教教育育ととはは 
本協会の実務教育は、「実社会を知り、自分を知る」を基軸におく人間力をベースに、業務を推進する

力（＝業務マネジメント）を基本において育成をはかるものです。この幅広い実践力は失敗や成功を伴

う体験学修を重ね、自ら獲得していくものであると捉えて、本協会の種々の資格教育課程を提案してい

ます。 
◆本本協協会会がが捉捉ええるる「「実実務務力力」」ととししててのの資資格格ととはは 

どのような職業に就いて働く場合でも、私たちは様々な実務を担って責任を果たしています。特定の

知識・技能だけを意味するのではなく、自分の持てる力を活かして結果を出す人間力を含む総合的実践

力が実務力の中核であると捉えています。 
◆◆資資格格教教育育課課程程のの質質保保証証方方法法ととはは  
一人ひとりの教育課程修了者の学修成果を質保証するためには、資格教育課程の修了による量的デー

タ（GPA 等）に加えて、ルーブリックに基づく到達目標達成度評価表による質的データの評価が必要で

す。この質的評価を、学生自らが学修を振り返って自己評価をすることで実現しています。 
 
 
２．資格到達目標達成度評価制度の基本的考え方 

本協会の資格認定を受けるにあたって、各大学および短期大学（以下、「大学」と称する）は、協会が

定める到達目標とそれを実現する教育課程編成方針に沿って、まず到達目標（開発能力を明示）および

具体的な学修目標を策定し、それらを達成する教育課程を編成する必要があります。そして資格授与申

請には、この教育課程で学んだ学生各位の学修成果を単位修得結果で証明することに加えて、この教育

課程を所定の到達目標達成度評価表で「学生自己評価」を実施すること、この両方を求めています。こ

の一連の取り組みを「資格到達目標達成度評価制度」と称し、この制度の導入によって、協会資格の有

用性を可視化できると考えます。とりわけ学生自己評価による学修体験が自身の学修継続力を高める一

助になり、また当該大学の教育と実社会をつなぐ教育課程の特色を一層鮮明にできると捉えています。 
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（１）協会が示す「到達目標」はどのように策定しているのか 

 本協会は 1973 年の発足以来、教養教育や専門教育と調和した“実務実践教育”を追求し、大学が担う

人材育成に役立つことを目的に活動してきました。その間、就職先、卒業生、教員を対象とする調査研

究を実施し、教育目標や教育課程の改善など新たな提案をしてきました。 
 しかし今、働く現場が常に変化しており、これまでにない新たな問題が起き、複雑な様相を呈してい

ます。この予測困難な時代において実務を担うには、汎用的能力や専門領域の知識・スキルの修得にと

どまらず、「多様な職業能力の基盤となる課題発見力・創造的解決力と学び続ける力」の修得が重要にな

っています。そこで 2013 年度から協会資格の資格到達目標を見直して、これまでの人間力を備えた汎用

的能力や専門的知識・スキル・態度に加えて、大学教育をベースにおく課題発見力・創造的解決力、学

びの継続力（＝総合的実践力）を前面に打ち出す資格到達目標を明確化して、大学と実社会をつなぐ資

格教育の実現を目指すようになりました。 
 
 
（２）協会が示す「資格教育課程の基本的な枠組み」とは 

 資格教育課程編成の指針となる「資格教育課程の基本的な枠組み」は、次の 3 つの領域からなります。 
1 つめは「その資格に必要なキャリア・教養を含む基礎的な知識・能力と社会人基礎力」の領域、2 つめ

は「その資格に必要な知識、スキルを含む実務実践力」の領域、3 つめはどんな働き方になってもその基

盤となる「その資格全般に係る課題発見力・創造的解決力と学びの継続力（＝総合的実践力）」の領域で

す。なかでも、この 3 つめの領域の能力は、大学教育における実現可能な能力として捉え、その教育プ

ログラム開発に重要な意義があると考えています。 
 
 
資格教育課程の基本的な枠組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・３つの領域と到達目標：３つの領域に対して、各資格教育課程が実現する到達目標を設定している。 

・開発能力： 到達目標を達成するために、資格教育課程で開発能力を示している。 

・具体的な学修目標： 学生が開発能力を修得するために、達成すべき具体的な学修目標を示している。 

・学修プログラム： 授業科目の学修目標を達成するための授業内容、授業方法、授業の組み立てを含むものである。 

 

 

３つ領域 

領域１ その資格に必要なキャリア・教養

を含む基礎的な知識・能力と社会人基礎

力の領域 

領域２ その資格に必要な知識、スキル

を含む実務実践力の領域 

領域３ その資格全般に係る課題発見

力・創造的解決力と学びの継続力（＝総

合的実践力）の領域 

開発能力 

開発能力１ 

開発能力２ 

開発能力３ 

到達目標 

到達目標 

１ 

到達目標 

２ 

到達目標 

３ 

学修 

プログラム 

学修 

プログラム

の内容 

学修 

プログラム

の内容 

学修 

プログラム

の内容 

具体的な 

学修目標 

具体的な 

学修目標 

具体的な 

学修目標 

具体的な 

学修目標 
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｢データサイエンス・AI 実務パスポート｣資格ガイドライン 
（ Ｂ教育課程編成のしかた編） 

 
 

 

 

 

 

 

 
１．「データサイエンス・AI 実務パスポート」の領域別資格到達目標と教育課程

編成方針 

（１）本資格の「３つの領域の資格到達目標」「開発能力」「具体的な学修目標」 

本資格の３つの領域ごとの「資格到達目標」ならびに、それらを達成するための「開

発能力」「具体的な学修目標」を次に示します。 
 

領域１の 

資格到達目標 

情報社会において情報を適切に収集・分析する知識と技能を持ち、他者へ

の思いやりを持って、協働できる基本能力を身につけている。 

 
 
開発能力 能力の内容 具体的な学修目標 

1-1 

情報社会

における

情報の知

識 

デジタル技術が発展した

情報社会において、情報

がもつ特性、その表現方

法、社会的影響を理解す

る力 

①情報がもつ特性、その表現方法を理解している。テキスト，画像，動

画，音声，位置情報など、多様なデジタルデータの収集や保管、取り

扱いができる。 

②インターネット上の様々な公開情報や、SNS等による多様で複合的な

情報コミュニケーションの方法，特性，社会的な意義や影響を理解し

ている。 

③デジタル技術が社会にもたらすメリットとリスクを理解し、個人情報

保護，知的財産権等を踏まえて行動できる。 

1-2 

情報社会

において

情報を収

集・分析す

る基本技

能 

デジタル技術が発展した

情報社会において、情報

を適切に収集・分類し、

必要に応じて正しく加

工・分析する力 

④インターネット上の様々な情報や、業務で発生する情報、他者が収集

する情報などの意味が理解でき、適切な方法で収集・分類できる。 

⑤データベースやデータ構造(構造化テキストデータ)の基礎知識を有

し、検索ツールやデータ収集ツールを適切に使用できる。 

⑥データ加工やデータマイニングについて、基礎的な手法を修得してい

る。 

1-3 

情報社会

において

情報を扱

う態度 

デジタル技術が発展した

情報社会において、正し

い情報をもとにした客観

的判断、適切な行動がで

きる力 

⑦必要な情報を収集・分析し、科学的・論理的に判断する手順や態

度を修得している。 

⑧情報倫理を理解し、インターネット上で情報共有者，発信者とし

て適切に行動できる。 

 

情報社会において、様々なデータを適切に収集・分析するための手法や技術を修得してい

る。統計解析の技法を理解し、課題解決のための新たな視点をデータ分析から導き出し、

的確に表現することができる。データサイエンスや AI を活用するための 基礎知識を有し、

実務を適切に実践できることを目指す。 

◇データサイエンス・AI 実務パスポートの教育目標 



4

領域２の 

資格到達目標 

データサイエンス・データエンジニアリング・AI 技術の基礎知識を有し、

それらが実務や社会にどのような影響をもたらすか理解できる。 

 
 
開発能力 能力の内容  具体的な学修目標 

2-1 

データエン

ジニアリン

グの基礎知

識 

コンピュータとネットワー

クの知識を身につけ、必要と

するデータを創生し、それら

を活用できる力 

⑨様々なビッグデータの種類や特性、その構造と活用方法を理解してい

る。 

⑩データベースを修得し、基礎的なデータ加工やデータマイニングを行

うことができる。 

2-2 

データサ

イエンス

の基礎知

識 

データサイエンスの基礎

知識を身につけ、社会的

影響を理解する力 

⑪データサイエンスの基礎となる数学(統計，多変量解析等)を修得

している。 

⑫統計解析の基礎的手法を使って、データを分析することができる。 

⑬データの分析から得られた「手がかり」を可視化するためのグラ

フ作成や図解方法を修得している。 

2-3 

AI の概念 

・技法・

応用事例

の知識 

AI の概念や応用事例を理

解し、AI が活用できる業

務等を考察する力 

⑭AIの歴史と技術背景について説明できる。 

⑮AIの社会での活用事例とその意義について理解している。 

 
 
 

領域３の 

資格到達目標 

情報社会において、対象となる課題を科学的・論理的に発見・分析し、適

切に表現することで、他者と協働して創造的に解決する能力の基礎を身に

付けている。 

 
 
開発能力 能力の内容 具体的な学修目標 

3-1 

課題発見

力・分析

力・表現力

と共有化の

技能 

情報社会における課題を

発見し、データを収集・

分析して解決に導く実践

的な力 

⑯身近な状況の中から課題を発見し、解決に結びつくデータを収集

することができる。 

⑰収集したデータを科学的に分析し、解決方法を見出すことができ

る。 

⑱データや分析結果を適切に可視化し、課題を明確に表現すること

ができる。 

⑲コミュニケーションの本質を理解し、集団の前で効果的にプレゼ

ンテーションができ、また、共同作業において様々な目的で話し

合いができる。 

3-2 

課題解決の

態度 

情報社会における課題を

解決するために、データ

に基づく適切な行動をす

る力 

⑳グループ活動において、相手の立場を理解して合意点を探り、協

調でき、必要に応じてリーダーシップを取るなど、適切に活動で

きる。 

㉑社会の変化を感知し、学びを継続して自分のライフキャリアを考

え続けることができる。 
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（２）必修科目と選択科目の設計 

１）必修科目 

本資格の必修科目は次の３つの領域の資格到達目標を達成する重点科目をそれぞれの

領域ごとに２単位、合計６単位選定して設定します。 

領域１ データサイエンス・AI 実務パスポートに必要なキャリア・教養を含む基礎的な知 

識・能力と社会人基礎力の領域 

領域２ データサイエンス・AI 実務パスポートに必要な知識、スキルを含む実務実践力の 

領域 

領域３ データサイエンス・AI 実務パスポート全般に係る課題発見力・創造的解決力と学 

びの継続力（＝総合的実践力）の領域 

データサイエンス・AI 実務パスポートの資格到達目標を実現するために、具体的な学

修目標を視野に入れ、データサイエンス・AI 実務パスポートとして必要な学修内容を全

体的に含む科目です。必修科目を履修することで、データサイエンス・AI 実務パスポー

ト教育課程の中核となる学修成果を達成することができます。 

 
２）選択科目 

選択科目とは、本資格の具体的な学修目標の達成度を拡充するための科目です。３つ

の領域からデータサイエンス・AI 実務パスポートの資格到達目標および具体的な学修目

標の達成度を高めるように、教育課程を設計することが重要です。なお、各領域を複合

させた設計も可能です。 

 
２．資格教育課程の編成のしかた 

必修科目と選択科目に関して、協会が示す３つの資格到達目標に対応する「開発能力」

および「具体的な学修目標」から、自学の授業科目の教育目標にマッチするものをシラ

バスで確認し、５割以上選択して教育課程を編成します。 

「資格到達目標・具体的な学修目標とその達成のための教育課程編成表」（※¹）を次

の要領で完成させて提出します。 

㋐申請する資格教育課程表で、３領域を確認しながら授業科目を仮設定する。 

㋑各授業科目の単位数、学修目標、目標を達成するための学修プログラムを明記する。 

㋒授業科目ごとにＡ欄から開発能力を選択し、明記する。 

㋓選択した開発能力に対応する具体的な学修目標から達成できるものをＢ欄で確認し、

選択して明記する。 

㋔資格の到達目標を達成するための重点科目を領域ごとに選択し、資格教育課程の必

修科目として●をつけ、その他の科目を選択科目として○をつけておく。 

ここで資格教育課程全体を俯瞰し、不備に気づいた場合は修正して授業科目を確定

する。 
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㋕必修・選択科目の単位数が要件を満たしているか確認し、必修単位数と総単位数の

合計を明記する。 

（※¹）「資格到達目標・具体的な学修目標とその達成のための教育課程編成表」は、記入例の資料参

照のこと。 

 

３．資格到達目標・具体的な学修目標と教育課程編成の例示 

（１）授業科目の例「データサイエンス基礎」 

授業科目の学修目標  社会全般の ICT 化とデータ駆動型社会への転換において、デー 

タサイエンスが担う役割の重要性を理解し、社会で実践できる技 

能の基礎を修得する。 

開発能力：1-1 情報社会における情報の知識 

1-2 情報社会において情報を収集・分析する基本技能 

対応する資格の具体的な学修目標 

①情報がもつ特性、その表現方法を理解している。テキスト，画像，動画，音声，位置

情報など、多様なデジタルデータの収集や保管、取り扱いができる。 

⑤データベースやデータ構造(構造化テキストデータ)の基礎知識を有し、検索ツ

ールやデータ収集ツールを適切に使用できる。 
⑥データ加工やデータマイニングについて、基礎的な手法を修得している。。 

 

学修項目・学修プログラム 

学修項目 学修プログラム 

・情報のもつ特性 

・情報の表現方法 

・情報の収集・保管・取り扱い 

・データベースとテータ構造 

・情報検索ツール 

・データ収集ツール 

・データ加工 

・データマイニング 

講義を通してデータサイエンスの基礎的な考え方

を学ぶプログラム。扱うデータを可視化し、利活

用のプロセスを学ぶことでデータハンドリングに

必要な知識・技能の基礎を修得する。 

 
 
（２）授業科目の例「応用統計手法」 

授業科目の学修目標  データを収集・処理・考察に関する基礎知識を理解し、データを 

扱う基礎力を実社会の問題に応用する態度を身につける。 

開発能力：2-1 データエンジニアリングの基礎知識 

     2-2 データサイエンスの基礎知識 

対応する資格の具体的な学修目標 

⑨様々なビッグデータの種類や特性、その構造と活用方法を理解している。 

⑩データベースを修得し、基礎的なデータ加工やデータマイニングを行うことができる。 



7

⑬データの分析から得られた「手がかり」を可視化するためのグラフ作成や図解

方法を修得している。 

 

学修項目・学修プログラム 

学修項目 学修プログラム 

・ビッグテータの特性 

・母集団と標本 

・統計分析と統計量 

・データ加工とデータマイニング 

・ビッグデータにおける統計的検定の意味 

・グラフ作成 

本講義では、多種のデータから意思決定に有用な

情報を取り出す基礎知識を理解し、データを扱う

基礎力を実社会の問題に活かす基本能力を養成す

るプログラム。 

 
 
（３）授業科目の例「総合基礎演習」 

授業科目の学修目標  特定のテーマに関して、情報を収集し、収集したデータを分析する

能力を修得する。さらに、分析した結果に基づき資料を作成し発表

することを具体的に体現できる能力を修得する。 

開発能力：3-1 課題発見力・分析力・表現力と共有化の技能 

3-2 課題解決の態度 

対応する資格の具体的な学修目標 

⑯身近な状況の中から課題を発見し、解決に結びつくデータを収集することがで

きる。 

⑰収集したデータを科学的に分析し、解決方法を見出すことができる。 

⑱データや分析結果を適切に可視化し、課題を明確に表現することができる。 

⑲コミュニケーションの本質を理解し、集団の前で効果的にプレゼンテーション

ができ、また、共同作業において様々な目的で話し合いができる。 

学修項目・学修プログラム 

学修項目 学修プログラム 

・本授業の概要把握とチーム作り 

・与えられたテーマに対するデータを収集する 

・収集したデータを分類、分析する。 

・分析結果から読み取れることを考察し、課題解決策

を提案する 

・考察した結果を踏まえ、課題解決策を発表する 

・他のチームとの共通点や相違点を知る 

・発表した提案内容について振り返る 

データサイエンスや AI に関して、なんらかの課題

等を設定し、身につけた知識、スキルを活かして

データに基づく解決策や提案をまとめ、関係者に

プレゼンする一連の流れを体感できるプログラ

ム。 
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デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

・
AI

実
務

パ
ス

ポ
ー

ト
の

資
格

到
達

目
標

･具
体

的
な

学
修

目
標

と
そ

の
達

成
の

た
め

の
教

育
課

程
編

成
表

※
下

記
の

該
当

箇
所

の
□

に
☑

を
付

し
て

く
だ

さ
い

。

大
学

名
 

申
請
す
る
教

育
課
程
の
実

施
予
定
年
度
 

年
度
か
ら

 

資
格
教
育
課
程
責
任
者
 

所
属
・
役
職
名
･氏

名
 

使
用
す
る
到
達
目

標
達
成
度
評
価
表

の
種
類
 

□
本
協

会
が
定

め
る
到
達

目
標
達

成
度
評
価

表
（
協

会
標
準
型

）

□
大
学

独
自
の

評
価
方
法

（
大
学

独
自
型
）

連
絡
責
任

者
 

所
属
・
役
職
名
･氏

名
 

本
資

格
の

到
達
目
標
・
開
発
能

力
・
具
体
的
な
学
修
目
標
一
覧
 

到
達

目
標

 
開

発
能

力

（
Ａ

）
 

具
体

的
な

学
修

目
標

(B
) 

領 域 １

 

情 報 社 会 に お い て 情 報 を 適 切 に 収 集 ・ 分 析 す る 知 識 と 技 能 を 持

ち 、 他 者 へ の 思 い や り を 持 っ て 、 協 働 で き る 基 本 能 力 を 身 に つ け て

い る 。

 

1-
1 

情
報

社
会

に

お
け

る
情

報

の
知

識
 

①
情

報
が

も
つ

特
性

、
そ

の
表

現
方

法
を

理
解

し
て

い
る

。
テ

キ
ス

ト
，

画
像

，

動
画

，
音

声
，

位
置

情
報

な
ど

、
多

様
な

デ
ジ

タ
ル

デ
ー

タ
の

収
集

や
保

管
、

取
り

扱
い

が
で

き
る

。
 

②
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
の

様
々

な
公

開
情

報
や

、
S
N

S
等

に
よ

る
多

様
で

複
合

的
な

情
報

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

方
法

，
特

性
，

社
会

的
な

意
義

や
影

響
を

理
解

し
て

い
る

。
 

③
デ

ジ
タ

ル
技

術
が

社
会

に
も

た
ら

す
メ

リ
ッ

ト
と

リ
ス

ク
を

理
解

し
、

個
人

情
報

保
護

，
知

的
財

産
権

等
を

踏
ま

え
て

行
動

で
き

る
。

 

1-
2 

情
報

社
会

に

お
い

て
情

報

を
収

集
・
分

析
す

る
基

本

技
能

 

④
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
の

様
々

な
情

報
や

、
業

務
で

発
生

す
る

情
報

、
他

者
が

収

集
す

る
情

報
な

ど
の

意
味

が
理

解
で

き
、

適
切

な
方

法
で

収
集

・
分

類
で

き

る
。

 

⑤
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
や

デ
ー

タ
構

造
(構

造
化

テ
キ

ス
ト

デ
ー

タ
)の

基
礎

知
識

を
有

し
、

検
索

ツ
ー

ル
や

デ
ー

タ
収

集
ツ

ー
ル

を
適

切
に

使
用

で
き

る
。

 

⑥
デ

ー
タ

加
工

や
デ

ー
タ

マ
イ

ニ
ン

グ
に

つ
い

て
、

基
礎

的
な

手
法

を
修

得
し

て

い
る

。
 

1-
3 

情
報

社
会

に

お
い

て
情

報

を
扱

う
態

度
 

⑦
必

要
な

情
報

を
収

集
・
分

析
し

、
科

学
的

・
論

理
的

に
判

断
す

る
手

順
や

態

度
を

修
得

し
て

い
る

。
 

⑧
情

報
倫

理
を

理
解

し
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

で
情

報
共

有
者

，
発

信
者

と
し

て

適
切

に
行

動
で

き
る

。
 

領 域 ２

 

デ ー タ サ イ エ ン ス ・ デ ー タ エ ン ジ ニ ア リ ン グ ・AI

技 術 の 基 礎 知 識 を 有 し 、 そ れ ら が 実 務 や 社 会

に ど の よ う な 影 響 を も た ら す か 理 解 で き る 。

 

2-
1 

デ
ー

タ
エ

ン

ジ
ニ

ア
リ

ン

グ
の

基
礎

知

識
 

⑨
様

々
な

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

の
種

類
や

特
性

、
そ

の
構

造
と

活
用

方
法

を
理

解
し

て
い

る
。

 

⑩
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

修
得

し
、

基
礎

的
な

デ
ー

タ
加

工
や

デ
ー

タ
マ

イ
ニ

ン
グ

を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
 

2-
2 

デ
ー

タ
サ

イ

エ
ン

ス
の

基

礎
知

識
 

⑪
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
の

基
礎

と
な

る
数

学
(統

計
，

多
変

量
解

析
等

)を
修

得
し

て
い

る
。

 

⑫
統

計
解

析
の

基
礎

的
手

法
を

使
っ

て
、

デ
ー

タ
を

分
析

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

⑬
デ

ー
タ

の
分

析
か

ら
得

ら
れ

た
「
手

が
か

り
」
を

可
視

化
す

る
た

め
の

グ
ラ

フ

作
成

や
図

解
方

法
を

修
得

し
て

い
る

。
 

2-
3 

A
I
の

概
念

・

技
法

・
応

用

事
例

の
知

識
 

⑭
A

Iの
歴

史
と

技
術

背
景

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

⑮
A

Iの
社

会
で

の
活

用
事

例
と

そ
の

意
義

に
つ

い
て

理
解

し
て

い
る

。

領 域 ３

 

情 報 社 会 に お い て 、 対 象 と な る 課 題 を 科 学 的 ・ 論

理 的 に 発 見 ・ 分 析 し 、 適 切 に 表 現 す る こ と で 、 他

者 と 協 働 し て 創 造 的 に 解 決 す る 能 力 の 基 礎 を 身

に 付 け て い る 。

 

3-
1 

課
題

発
見

力
・分

析
力

・

表
現

力
と

共

有
化

の
技

能
 

⑯
 身

近
な

状
況

の
中

か
ら

課
題

を
発

見
し

、
解

決
に

結
び

つ
く
デ

ー
タ

を
収

集

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

⑰
収

集
し

た
デ

ー
タ

を
科

学
的

に
分

析
し

、
解

決
方

法
を

見
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

 

⑱
デ

ー
タ

や
分

析
結

果
を

適
切

に
可

視
化

し
、

課
題

を
明

確
に

表
現

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

⑲
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
本

質
を

理
解

し
、

集
団

の
前

で
効

果
的

に
プ

レ
ゼ

ン

テ
ー

シ
ョ

ン
が

で
き

、
ま

た
、

共
同

作
業

に
お

い
て

様
々

な
目

的
で

話
し

合
い

が
で

き
る

。
 

3-
2 

課
題

解
決

の

態
度

 

⑳
グ

ル
ー

プ
活

動
に

お
い

て
、

相
手

の
立

場
を

理
解

し
て

合
意

点
を

探
り

、
協

調
で

き
、

必
要

に
応

じ
て

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

取
る

な
ど

、
適

切
に

活
動

で
き

る
。

 

㉑
社

会
の

変
化

を
感

知
し

、
学

び
を

継
続

し
て

自
分

の
ラ

イ
フ

キ
ャ

リ
ア

を
考

え

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

申
請
す
る
教
育
課
程
 

授
業

科
目

名
 

資
格

 

必
修

 

選
択

 

開
発

能
力

 

（
A

）
か

ら

選
択

 

学
修

目
標

 

（
Ｂ

）
か

ら
 

選
択

 

単
位

数
 

申
請

す
る

授
業

科
目

の
学

修
目

標
 

学
修

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

 

学
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
 

領 域 １

 

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

基

礎
 

●
 

1-
1

1-
2

２
 

社
会

全
般

の
 
I
C
T
 
化

と
デ

ー
タ

駆
動

型
社

会
へ

の
転

換
に
お
い

て
、
デ

ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス

が
担
う
役

割
の
重

要
性
を
理

解
し
、
社
会
で
実

践
で
き

る
技
能
の

基
礎
を

修
得
す
る

。
 

講
義

を
通

し
て

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

の
基

礎
的

な
考

え
方

を
学

ぶ
プ

ロ
グ

ラ
ム
。
扱

う
デ
ー

タ
を
可
視

化
し
、
利
活
用
の

プ
ロ
セ

ス
を
学
ぶ

こ
と
で

デ

ー
タ
ハ
ン

ド
リ
ン

グ
に
必
要

な
知
識

・
技
能
の

基
礎
を

修
得
す
る

。

AI
と
社
会

○
 

1-
1

1-
3

２
 

A
I

の
歴

史
や

社
会

で
の

応
用

事
例

に
つ

い
て

十
分

な

知
識
を
修

得
す
る

。
ま
た
、
A
I
技
術

が
果
た
す

役
割
り

と
社

会
や

ひ
と

に
及

ぶ
す

影
響

を
倫

理
的

な
側

面
も

踏
ま
え
て

理
解
す

る
。

 

A
I

の
基

盤
と

な
る

数
理

・
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
の

考
え

方
を

踏
ま

え
、

A
I

の
歴
史
や

原
理
な

ど
の
基
礎

を
学
ぶ

と
と
も
に

、
そ
れ

ぞ
れ
の
専

門
分
野

が

A
I
で
ど
う
変
わ

る
か
を
学
ぶ

プ
ロ
グ

ラ
ム
。
ま
た

、
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を

通
じ
て
自

ら
考
え

を
適
用
し

て
い
く

力
を
養
い

、
将
来

の
社
会
に

及
ぼ
す

イ

ン
パ
ク
ト

・
影
響

を
考
察
す

る
。

W
EB

技
術

演
習

○
 

1-
2

①
⑤ ⑥

②
⑦ ⑧  

２
 

W
W
W
（

W
o
rl
d 

Wi
d
e 

W
eb

）
の

基
本

的
な

技
術

に
つ

い

て
理

解
し

、
W
e
b
サ

ー
バ

ー
側

で
様

々
な

ユ
ー

ザ
ー

の

情
報
を
収

集
・
蓄

積
す
る
手

法
を
修

得
す
る
。

 

H
T
M
L
、

ス
タ

イ
ル

シ
ー

ト
と

J
a
v
a
S
cr
i
pt

を
取

り
上

げ
、

講
義

と
演

習
を

交
え
な
が

ら
W
e
b
を
メ
デ
ィ

ア
と
し

た
情
報
表

現
の
た

め
の
技
術

を
学
修

す

る
。
さ

ら
に

W
e
b
サ

ー
バ

の
仕

組
み

を
理

解
し

、
情
報

検
索
・
収

集
の

基
礎

に
つ
い
て

も
学
修

す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム

。
 

領 域 ２

 

応
用
統
計

手
法

 
●

 
2-

1
2-

2
⑨
⑩ ⑬

２
 

デ
ー
タ
を

収
集
・
処
理
・
考
察
に

関
す
る
基
礎

知
識
を

理
解
し
、
デ
ー

タ
を
扱
う
基

礎
力
を

実
社
会
の

問
題
に

応
用
す
る

態
度
を

身
に
つ
け

る
。

 

本
講
義
で

は
、
多

種
の
デ
ー

タ
か
ら

意
思
決
定

に
有
用

な
情
報
を

取
り
出

す

基
礎
知
識

を
理
解

し
、
デ
ー

タ
を
扱

う
基
礎
力

を
実
社

会
の
問
題

に
活
か

す

基
本
能
力

を
養
成

す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム

。
 

統
計
学
基

礎
 

○
 

2-
2

⑪
⑫ ⑬

２
 

高
校
で
学

ぶ
基
礎

数
学
を
き

ち
ん
と

理
解
し
、
統
計

学

で
登
場
す

る
記
号

の
読
み
方

や
意
味

、
専
門
用
語
が

分

か
り
、
分
析
対

象
の
デ
ー
タ

を
正
し

く
要
約
す

る
こ
と

が
で
き
る

能
力
を

修
得
す
る

。
 

は
じ
め
に

、
高
校

で
学
ぶ
確

率
や
シ

グ
マ
記
号

な
ど
に

つ
い
て
復

習
し
、
記

述
統
計
で

用
い
る

高
校
数
学

の
内
容

に
つ
い
て

改
め
て

深
く
理
解

す
る
。
そ

の
後
、
デ

ー
タ
の

代
表
値
や

散
布
度

に
つ
い
て

具
体
的

な
例
を
通

じ
て
学

ぶ

プ
ロ
グ
ラ

ム
。
本

講
義
に
よ

り
、
デ

ー
タ
を
正

し
く
要

約
す
る
た

め
の
方

法

を
学
び
、

デ
ー
タ

を
客
観
的

に
評
価

す
る
た
め

の
礎
を

築
く
。

 

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン

演
習

 
○

 
2-

2
⑪
⑫ ⑬

２
 

分
布
図

、
相
関

図
、
マ
ト

リ
ッ
ク

ス
な
ど
の
各

種
グ
ラ

フ
を
活
用

し
、
デ

ー
タ
分
析

か
ら
得

ら
れ
た
手

が
か
り

を
効
果
的

に
可
視

化
し
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行

う
技
能
を

修
得
す

る
。

本
講
義
で

は
、
デ

ー
タ
タ
イ

プ
に
応

じ
た
可
視

化
を
特

定
の
ソ
フ

ト
ウ
ェ

ア

や
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

言
語

を
用

い
て

正
し

く
実

践
で

き
る

能
力

を
身

に
付

け
る
。
ク

ラ
ス
を

５
～
６
名

程
度
の

グ
ル
ー
プ

に
分
け

、
興
味
の

あ
る
オ

ー

プ
ン
デ
ー

タ
を
学

ん
だ
方
法

に
基
づ

き
可
視
化

し
、
得

ら
れ
た
知

見
を
グ

ル

ー
プ
ご
と

で
発
表

す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム

。
こ
う
し

た
グ
ル

ー
プ
ワ
ー

ク
を
通

じ

て
、
デ
ー

タ
の
可

視
化
に
基

づ
く
新

た
な
知
見

の
獲
得

方
法
や
分

か
り
易

い

プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ

ョ
ン
を
実

践
す
る

た
め
の
コ

ツ
を
修

得
し
、
表

現
す
る

感

性
を
磨
く

。
 

デ
ー
タ
解

析
と

AI
○

 
2-

3
⑭
⑮

２
 

数
理
統
計

学
の
基

礎
を
踏
ま

え
つ
つ

、
デ
ー
タ
解
析

の

基
本
的
手

法
（
デ

ー
タ
マ
イ

ニ
ン
グ

、
分
析
、

解
析
）

を
理
解
し

て
、
具

体
的
な
デ

ー
タ
を

扱
う
こ
と

が
で
き

る
よ
う
に

な
る
。
A
I
の
基
礎
技

術
（
機

械
学
習
・
デ

ィ

ー
プ
ラ
ー

ニ
ン
グ

）
を
理
解

す
る
。

 

人
工
知
能

分
野
の

代
表
的
手

法
の
内

、
デ
ー
タ

マ
イ
ニ

ン
グ
に
関

わ
る
手

法

を
具
体
例

に
沿
っ

て
学
ぶ
。
ま
た
、
機
械
学
習

に
関
わ

る
手
法
を

バ
ッ
チ

型

と
オ
ン
ラ

イ
ン
型

の
学
習
手

法
に
整

理
し
体
系

的
に
学

ぶ
プ
ロ
グ

ラ
ム
。
こ

こ
で
は
、
人
工
知

能
分
野
の

代
表
的

な
分
析
手

法
を
座

学
に
よ
り

理
解
を

深

め
る
と
と

も
に
、
適
宜
ソ
フ

ト
ウ
ェ

ア
や
パ
ッ

ケ
ー
ジ

な
ど
を
用

い
た
演

習

な
ど
も
取

り
入
れ

、
デ
ー
タ

分
析
を

行
う
上
で

必
要
不

可
欠
な
知

識
や
技

能

を
修
得
す

る
。

 

領 域 ３

 

総
合
基
礎

演
習

 
●

 
3-

1
3-

2
⑯
⑰

⑱
⑲

２
 

特
定
の
テ

ー
マ
に

関
し
て

、
情
報

を
収
集
し

、
収
集

し

た
デ
ー
タ

を
分
析

す
る
能
力

を
修
得

す
る
。
さ

ら
に
、

分
析

し
た

結
果

に
基

づ
き

資
料

を
作

成
し

発
表

す
る

こ
と
を
具

体
的
に

体
現
で
き

る
能
力

を
修
得
す

る
。

 

デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン

ス
や

A
I
に
関
し
て
、
な
ん

ら
か
の

課
題
等
を

設
定
し

、

身
に
つ
け

た
知
識

、
ス
キ
ル

を
活
か

し
て
デ
ー

タ
に
基

づ
く
解
決

策
や
提

案

を
ま
と
め

、
関
係

者
に
プ
レ

ゼ
ン
す

る
一
連
の

流
れ
を

体
感
で
き

る
プ
ロ

グ

ラ
ム
。

実
践
事
例

研
究

 
○

 
3-

1
⑯
⑰ ⑱

２
 

デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン

ス
の
知
識

や
ス
キ

ル
が
、
社
会
に

於

い
て
ど
の

よ
う
に

役
立
っ
て

い
る
の

か
を
、
事
例
研

究

を
通
し
て

理
解
す

る
。

 

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

の
知

識
、

ス
キ

ル
に

関
し

て
具

体
的

な
事

例
を

参
考

に
、
個
々

人
あ
る

い
は
グ
ル

ー
プ
で

、
さ
ま
ざ

ま
な
社

会
活
動
の

中
で
デ

ー

タ
の
利
活

用
を
幅

広
く
研
究

す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム

。

キ
ャ
リ
ア

形
成
ゼ
ミ

○
 

3-
1

3-
2

⑲
⑳ ㉑

２
 

デ
ー

タ
ド

リ
ブ

ン
社

会
の

サ
ン

プ
ル

モ
デ

ル
を

ゼ
ミ

と
し
て
設

定
し
、
課
題
の
発

見
、
解

決
策
の
立

案
、
実

践
、
検
証

の
プ
ロ

セ
ス
を
経

験
す
る

。
 

現
代

社
会

の
さ

ま
ざ

ま
な

業
務

を
デ

ー
タ

活
用

に
よ

り
良

い
方

向
に

導
く

た
め
、
自

ら
課
題

設
定
、
方

法
論
の

検
討
か
ら

調
査
・
分
析
を
行

っ
た
上

で

解
決
案
の

提
案
を

行
い
、
卒

業
後
の

デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン

ス
分
野
で

の
キ
ャ

リ

ア
形
成
を

目
指
す

プ
ロ
グ
ラ

ム
。

必
修
修
得

単
位

数
 

領
域

1
 

（
2
）
単
位

領
域

2
 

（
2
）
単
位

領
域

3
 

（
2
）
単
位

総
修
得
単

位
数

 
（
1
6
）
単

位

記
入

の
方
法
 

・
授

業
科

目
ご

と
に

、
開

発
能

力
を

（
Ａ

）
欄

か
ら

選
択

し
、

開
発

能
力

に
対

応
す

る
具

体
的

な
学

修
目

標
か

ら
達

成
で

き
る

も
の

を
（

Ｂ
）

欄
か

ら
選

択
す

る
。

そ
れ

ぞ
れ

の
番

号
を

教
育

課
程

の
所

定
の

欄
に

明
記

す
る

。
・

資
格

必
修

・
選

択
の

欄
は

、
資

格
の

到
達

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

重
点

科
目

を
領

域
ご

と
に

選
択

し
、

資
格

教
育

課
程

の
必

修
科

目
と

し
て

●
を

明
記

し
、

そ
の

他
の

科
目

を
選

択
科

目
と

し
て
○

を
明

記
す

る
。

な
お

、
必

修
科

目
を

、
選

択
必

修
科

目
と

す
る

場
合

に
は

▲
を

明
記

す
る

。

情
報

社
会
に
お
い
て
、
様
々
な
デ
ー
タ
を
適
切
に
収
集
・
分
析
す
る
た
め
の
手
法
や
技
術
を
修
得
し
て
い
る
。
統
計
解
析
の
技
法
を
理
解
し
、

課
題

解
決
の
た
め
の
新
た
な
視
点
を
デ
ー
タ
分
析
か
ら
導
き
出
し
、
的
確
に
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
や

A
I
を
活
用

す
る

た
め
の
 
基
礎
知
識
を
有
し
、
実
務
を
適
切
に
実
践
で
き
る
こ
と
を
目
指
す
。
 

◇
本

資
格
の
教
育
目
標

記
⼊

事
例

④
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資格のガイドライン
（ Ｃ 資格到達目標達成度評価制度の運用編）

１．資格到達目標達成度評価制度とは 

 現在、高等教育機関における学修成果の質保証が求められています。同様に、本協会

に対しても、資格の質保証、社会的通用性の保証が求められています。本協会では、ル

ーブリックを活用する資格教育課程全体の学修成果を確認する方法として、「到達目標達

成度評価表」を提案し、学生の自己評価を加える資格の質保証を推進してきました。

この資格到達目標に基づく教育課程の学修成果の評価として、大学の単位認定による

評価に加えて学生自己評価を実施し、実務学修の継続力向上へとつなぐこととします。

これら一連の評価制度を「資格到達目標達成度評価制度」と称します。

２．学修の質保証の方法 

 資格教育課程の質保証には、資格改革において量的データと質的データで総合的に評

価することが必要です。本協会では、量的データとしては、大学および短期大学の成績

評価をこれにあててきましたが、質的データは、ルーブリック（※¹）を活用する到達目

標達成度評価表を導入して、資格教育課程全体の学修成果を学生自らが確認できるよう

にしました。この実質化の取り組みを重ねることで、質保証が実現できると考えていま

す。 

 さて、本協会の資格到達目標達成度評価制度の実現レベルは、資格到達目標を実現化

する教育課程編成が整備され、次の「学生自己評価の導入」については、具体には協会

が提示する到達目標達成度評価表を活用して行うものとしての取り組みを進めており、

実施可能なレベルになっています。 

資格を学修する学生の学修成果を担保するとともに、今後も資格の社会的通用性を高

めることを会員校と共に目指していきます。 

（※¹）ルーブリック（rubric）とは、「目標に準拠した評価」のための「基準」つくりの方法論であ

り、学生が何を学修するのかを示す評価基準と学生が学修到達しているレベルを示す具体的な

評価基準をマトリクス形式で示す評価指標である。（中教審大学教育部会 2011 年 12 月 9 日

説明資料より）
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３．「資格到達目標達成度評価制度」の運用 

「資格到達目標達成度評価制度」は、当該大学の単位認定による評価に、ルーブリッ

クを活用する資格教育課程の学生自己評価が加わる一連の評価制度です。そこで学生、

大学教職員、協会担当者が趣旨を理解し、共に連携することによって、資格到達目標達

成度評価制度の効率のよい運用が確立していくと期待しています。 

次に運用の基本ポイントをステップ順に掲げます。 

＜ステップ 1＞ 資格到達目標達成度評価制度実施の事前準備 

・認可済の資格到達目標を達成する「教育課程編成表」の確認をする。

・資格授与認定について、資格認定の申請年度からさかのぼって単位認定を行いたい場

合は、従前から認めているので、学生に明示して運用する。

・学生自己評価のための「ルーブリックによる資格教育課程の到達目標達成度評価表」

と「到達目標達成度評価表（提出用）」の整備をする。なお、協会標準型以外の大学独

自型のものの使用を可とする。ただし協会へ評価表を提出する。

・教職員による資格履修学生へのガイダンスを行う。（資格教育課程編成表の提示・到達

目標達成度評価表の配布・到達目標達成度評価表の提出スケジュール確認）

＜ステップ 2＞ 履修確認と事前提出 

・「（見込）資格認定証授与者名簿並びに単位修得及び学修成果評価証明書（一括表）」を

協会へ提出する。 

・学生へ「到達目標達成度評価表（提出用）」による自己評価実施と提出締切り日を通知

する。（到達目標達成度評価表の再配布可）

＜ステップ 3＞ 「大学単位修得と評価表」の提出 

・「（確定）資格認定証授与者名簿並びに単位修得及び学修成果評価証明書（一括表）」を

協会へ提出する。（一括表(A)(B)欄記入済） 

・「到達目標達成度評価表（提出用）」を協会へ提出する。 

＜ステップ 4＞ 資格の認定 

・「（確定）資格認定証授与者名簿並びに単位修得及び学修成果評価証明書（一括表）」と

「到達目標達成度評価表（提出用）」を確認し、認定する。 

＜ステップ 5＞ 資格質保証の継続 

・会員校間や協会資格関係委員会から出される意見・提案をまとめ、資格到達目標達成

度評価制度の運用検討や改善を行い、会員校へ提案を継続する。

「資格到達目標達成度評価制度」運用について、流れ図を次に示します。 
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「資格到達目標達成度評価制度」運用の流れ図 

ｽｽﾃﾃｯｯﾌﾌﾟ゚ 11

事事前前のの

準準備備

ｽｽﾃﾃｯｯﾌﾌﾟ゚ 22 ②「（見込）資格認定証授与者名簿並びに単位修得及び学修成果評価証明書（一

括表）」の提出

③学生へ「到達目標達成度評価表」による自己評価実施と提出締切り日を通

知（到達目標達成度評価表の再配布可）

履履修修確確

認認とと事事

前前提提出出

ｽｽﾃﾃｯｯﾌﾌﾟ゚ 33 ④「（確定）資格認定証授与者名簿並びに単位修得及び学修成果評価証明書（一

括表）」の提出（一括表(A)(B)欄記入済） 

⑤「到達目標達成度評価表（提出用）」提出

大大学学単単

位位修修得得

とと評評価価

表表のの提提

出出

ｽｽﾃﾃｯｯﾌﾌﾟ゚ 44 ⑥資格教育課程の単位修得結果「（確定）資格認定証授与者名簿並びに単位修

得及び学修成果評価証明書（一括表）」と資格教育課程の学生自己評価結果

「到達目標達成度評価表（提出用）」を確認し、認定

資資格格のの

認認定定

ｽｽﾃﾃｯｯﾌﾌﾟ゚ 55 ⑦協会と会員校による資格質保証の取り組みについて

会員校および協会資格委員会等の意見や提案に基づいて資格到達目標達成

度評価制度の検討・改善を継続

資資格格質質

保保証証のの

継継続続

認可済の

資格教育課程編

成表の確認

資格教育課程について学生が自己評価するための

評価表の確認（協会標準型または大学独自型）

・「到達目標達成度評価表」（協会標準型）を使用

・大学独自型の評価表の作成

（使用する評価表を事前に協会に提出）

①教職員による資格履修学生へのガイダンス
（資格教育課程編成表の提示・自己評価表の
配布など）
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大大
学学

名名

（
見

込
）

o
r
（

確
定

）
「
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ｻ
ｲ
ｴ
ﾝ
ｽ
・

A
I
実

務
ﾊ
ﾟ
ｽ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾄ
」

資
格

認
定

証
授

与
者

名
簿

並
び

に
単

位
修

得
及

び
学

修
成

果
評

価
証

明
書

（
一

括
表

）

資
格

認
定

（
B
)
大
学

記
入
欄

（
C
)
協
会
記
入
欄

領 域 1

領 域 2

領 域 3

1
0

0

2
0

0

3
0

0

4
0

0

5
0

0

6
0

0

7
0

0

8
0

0

9
0

0

1
0

0
0

1
1

0
0

1
2

0
0

1
3

0
0

1
4

0
0

1
5

0
0

（（
注注

１１
））

漢漢
字字

表表
記記

はは
原原

則則
「「

ＪＪ
ＩＩ

ＳＳ
第第

１１
、、

第第
２２

水水
準準

」」
でで

すす
。。

（（
注注

２２
））

大大
学学

名名
・・

氏氏
名名

はは
間間

違違
ええ

なな
いい

よよ
うう

、、
記記

入入
くく

だだ
ささ

いい
。。

（（
注注

３３
））

資資
格格

ごご
とと

にに
シシ

ーー
トト

をを
分分

けけ
てて

、、
11
つつ

のの
ＥＥ

ｘｘ
ｃｃ

ｅｅ
ｌｌ

フフ
ァァ

イイ
ルル

にに
しし

てて
くく

だだ
ささ

いい
。。

※※
本本

一一
括括

表表
にに

記記
載載

ささ
れれ

たた
一一

切切
のの

個個
人人

情情
報報

はは
本本

協協
会会

がが
厳厳

正正
にに

管管
理理

しし
、、

資資
格格

認認
定定

証証
授授

与与
にに

のの
みみ

使使
用用

しし
まま

すす
。。

※
授
業
科
目
名
に
つ
い
て
は
記
載
不
要
で
す

※
（

A
）

と
（

B
）
は
必
ず
記
載
し
て
下
さ
い

資
格
到
達
目
標
達
成
度
評
価
制
度
を

□
導
入
し
て
い
る

№

当 初 申 請 年 度
氏
　
名

フ
リ
ガ
ナ

生
年
月
日

（
西
暦
）

（
A
）

大
学
の
教
育
評
価
の
欄

学
生
の
自
己
評
価
の
欄

領
域

別
必

修
科

目
の

単
位

数
必
修
科
目

総
修
得
単

位
数
㋑

選
択
科
目

総
修
得
単

位
数
㋺

総
修
得
単

位
数

（
㋑
+

㋺
）

（
C
)
協
会
記
入
欄

（
学
生
自
己
評
価
に
よ
る
到
達
目
標
達

成
度
評
価
表
か
ら
記
入
）

到
達
目
標
達

成
度
評
価
表

の
受
理

（
○
，
×
）

開
発
能
力

と
学
修
課

題
の
記
載

（
○
，

×
）

（
合
,
否
）

（
評
価
基
準
レ
ベ
ル
を
記
す
）

年
月

日

領 域 1

領 域 2

領 域 3
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D
A

0
0
0
0
0
1
号

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

・
AI

実
務

パ
ス

ポ
ー

ト
認

定
証

山
田

太
郎

D
A
T
A

SC
IE

N
C
E

&
A
I
B
U
SI

N
E
SS

P
A
SS

P
O
R
T

21
△

△
年

1月
1
日
生

あ
な
た
は
○
○
○
○
大
学
に
お
い
て

本
協
会
が
認
定
し
た
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I実

務
パ
ス
ポ
ー
ト
の
教
育
課
程
を
履
修
し

資
格
到
達
目
標
を
達
成
さ
れ
ま
し
た
の
で

本
協
会
定
款
第
6条

に
よ
り

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I実

務
パ
ス

ポ
ー
ト
の
資
格
を
授
与
い
た
し
ま
す

20
△

△
年

9
月

30
日

「
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
・

A
I実

務
パ

ス
ポ

ー
ト

」
の

資
格

到
達

目
標

●
資

格
到

達
目

標
１

〈
情

報
社

会
に

お
い

て
情

報
を

適
切

に
収

集
・

分
析

す
る

知
識

と
技

能
を

持
ち

、
他

者
へ

の
思

い
や

り
を

持
っ

て
、

協
働

で
き

る
基

本
能

力
を

身
に

つ

け
て

い
る

〉
〈

開
発

能
力

〉

・
デ

ジ
タ

ル
技

術
が

発
展

し
た

情
報

社
会

に
お

い
て

、
情

報
が

も
つ

特
性

、
そ

の
表

現
方

法
、

社
会

的
影

響
を

理

解
す

る
力

・
デ

ジ
タ

ル
技

術
が

発
展

し
た

情
報

社
会

に
お

い
て

、
情

報
を

適
切

に
収

集
・

分
類

し
、

必
要

に
応

じ
て

正
し

く

加
工

・
分

析
す

る
力

・
デ

ジ
タ

ル
技

術
が

発
展

し
た

情
報

社
会

に
お

い
て

、
正

し
い

情
報

を
も

と
に

し
た

客
観

的
判

断
、

適
切

な
行

動

が
で

き
る

力

●
資
格
到
達
目
標
２

〈
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
・

デ
ー

タ
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
・

A
I技

術
の

基
礎

知
識

を
有

し
、

そ
れ

ら
が

実
務

や
社

会
に

ど
の

よ
う

な
影

響
を

も
た

ら
す

か

理
解

で
き

る
〉

〈
開

発
能

力
〉

・
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
と

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
知

識
を

身
に

つ
け

、
必

要
と

す
る

デ
ー

タ
を

創
生

し
、

そ
れ

ら
を

活
用

で

き
る

力

・
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
の

基
礎

知
識

を
身

に
つ

け
、

社
会

的
影

響
を

理
解

す
る

力

・
A
Iの

概
念

や
応

用
事

例
を

理
解

し
、

A
Iが

活
用

で
き

る
業

務
等

を
考

察
す

る
力

●
資

格
到

達
目

標
３

〈
情

報
社

会
に

お
い

て
、

対
象

と
な

る
課

題
を

科
学

的
・

論
理

的
に

発
見

・
分

析
し

、
適

切
に

表
現

す
る

こ
と

で
、

他
者

と
協

働
し

て
創

造
的

に
解

決

す
る

能
力

の
基

礎
を

身
に

付
け

て
い

る
〉

〈
開

発
能

力
〉

・
情

報
社

会
に

お
け

る
課

題
を

発
見

し
、

デ
ー

タ
を

収
集

・
分

析
し

て
解

決
に

導
く

実
践

的
な

力

・
情

報
社

会
に

お
け

る
課

題
を

解
決

す
る

た
め

に
、

デ
ー

タ
に

基
づ

く
適

切
な

行
動

を
す

る
力

上
記
の
資
格
到
達
目
標
を
全
て
達
成
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
。

一
般
財
団
法
人
全
国
大
学
実
務
教
育
協
会

会
長

○
○
○
○
大
学

学
長

見
本

裏
面
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 資格教育課程履修の学生配布用資料 

資格教育課程履修の 

学生のみなさんへ 

「「到到達達目目標標達達成成度度評評価価表表」」のの提提出出要要領領  

１１．．「「到到達達目目標標達達成成度度評評価価制制度度」」ととはは  

協会が定める到達目標に沿って、大学が到達目標（開発能力を明示）および具体的な

学修目標を策定し、達成する教育課程を編成します。この教育課程で学んだ学生各位の

学修成果を単位修得結果で証明することに加えて、この教育課程を所定の到達目標達成

度評価表で学生が「自己評価」を実施します。この両方を求める一連の取り組みを「資

格到達目標達成度評価制度」といいます。

２２．．「「到到達達目目標標達達成成度度評評価価表表」」（（協協会会ははルルーーブブリリッックク※¹をを活活用用））ととはは  

到達目標達成度評価表とは、資格の到達目標達成度によって総合的に自己評価するた

めのものです。この到達目標達成度評価表の活用によって、個別の到達目標（開発能力）

をどれだけ達成できたのかを確認し、次にこの資格到達目標の総合的達成度を表示し、

最後に達成度をさらに高めるためにはどのような課題があるのかを見つけ、これを今後

の自己学修の目標とします。 

（※¹）ルーブリックとは、「目標に準拠した評価」のための「基準」つくりの方法論であり、学生が何

を学修するのかを示す評価基準と学生が学修到達しているレベルを示す具体的な評価基準をマ

トリクス形式で示す評価指標のことです。（中教審大学教育部会 2011 年 12 月 9 日 説明資料

より） 

３３．．「「自自己己評評価価」」ととはは  

自己評価とは、到達目標達成度評価表の活用による一連の自己評価活動です。自己評

価結果の数値(レベル５～レベル１)よって、資格授与認定が左右されることはありませ

ん。その理由は、自己評価が時間をかけて自らの能力開発のための学修課題を発見し、

自己学修に継続して取り組み、この自己評価能力を養うことを真の目的においているか

らです。 
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４４．．到到達達目目標標達達成成度度評評価価表表のの記記入入方方法法  

到到達達目目標標達達成成度度評評価価表表（（提提出出用用））のの記記入入方方法法のの流流れれ図図  

スステテッッププのの前前にに ① 添付資料Ｂ「到達目標達成度評価表」の「資格到達目標」「開発能力」「具

体的な学修目標」「学生自己評価（項目別）レベル」「学生自己評価（領域

別）総合評価」の記入欄の確認をする。

提提出出資資料料のの記記入入欄欄のの確確認認

スステテッッププ１１ ② 添付資料Ａ「ルーブリックによる資格教育課程の到達目標達成度評価表」

の「学生自己評価」欄に自分が到達している学修成果レベルを５～１で評

価し、該当レベルに○を記入する。開発能力に該当する授業科目や学修プ

ログラムを履修していない場合は空欄にする。

ルルーーブブリリッッククにによよるる自自己己評評価価

スステテッッププ２２ ③ 添付資料Ｂ「到達目標達成度評価表」の「学生自己評価（項目別）レベル」

欄にステップ１で記入した結果を該当レベルに転記する。 スステテッッププ１１のの内内容容をを転転記記

スステテッッププ３３ ④ 領域１～３の到達目標ごとの自己評価達成度をまとめ、添付資料Ｂ「到達

目標達成度評価表」の「学生自己評価（領域別）総合評価」欄の該当レベ

ルに○を記入する。その際、「学生自己評価（項目別）レベル」の平均では

なく、領域別の総合的な達成度レベルを決める。 

総総合合評評価価

スステテッッププのの後後にに ⑤ 学修成果の自己評価プロセル全体を振り返りその内容を、添付資料Ｂ「到

達目標達成度評価表」の「評価結果の全体振り返りと今後の自分の開発能

力と学修課題について」の欄に記入する。

今今後後のの能能力力開開発発  

「到達目標達成度評価表（提出用）」の記入が終了したら、控をとって（義務化ではない）、

大学の所定の提出先に締め切り日までに提出してください。 
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「
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
に

よ
る

資
格

教
育

課
程

の
到

達
目

標
達

成
度

評
価

表
」
 

【
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I
実
務
パ
ス
ポ
ー
ト
】
教
育
課
程
 

到
達

目
標

達
成

度
評

価
表

 

領
域
１

資
格

到
達

目
標
 

開
発

能
力

 
具
体
的
な
学
修
目
標
 

レ
ベ
ル
５
（
9
0
点
以
上
）

レ
ベ
ル
４
（
8
0
～
8
9
点
）

レ
ベ
ル
３
（
7
0
～
7
9
点
）

レ
ベ
ル
２
（
6
0
～
6
9
点
）

学
生
自
己

評
価
 

情 報 社 会 に お い て 情 報 を 適 切 に 収 集 ・ 分 析 す る 知 識 と 技 能 を 持 ち 、 他 者 へ の 思 い や り を 持 っ て 、 協 働 で き る

基 本 能 力 を 身 に つ け て い る 。

1
-1

情
報

社
会

に
お

け
る

情
報

の
知

識

①
情
報
が

も
つ
特

性
、
そ

の
表
現

方

法
を
理
解

し
て
い

る
。
テ
キ

ス

ト
，
画
像

，
動
画

，
音
声
，
位
置

情
報
な
ど

、
多

様
な

デ
ジ
タ
ル

デ

ー
タ
の
収

集
や
保

管
、
取

り
扱
い

が
で

き
る

。

・
情

報
の

特
性

や
効

果
的

な
表

現
方

法
、

テ

キ
ス

ト
・

画
像

・
動

画
・

音
声

な
ど

の
フ

ァ
イ

ル
の

オ
フ

ィ
ス

ソ
フ

ト
に

お
け

る
効

果
的

な
活

用
方

法
や

工
夫

に
つ

い
て

説
明

す
る

初
心

者
向

け
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
で

き
る

。

・
情

報
の

特
性

や
表

現
方

法
、

テ
キ

ス
ト

・

画
像

・
動

画
・

音
声

な
ど

の
フ

ァ
イ

ル
の

オ
フ

ィ
ス

ソ
フ

ト
に

お
け

る
活

用
方

法
や

工
夫

に
つ

い
て

の
重

要
な

ポ
イ

ン
ト

を
具

体
的
な
事

例
を
も

と
に
説
明

で
き
る

。

・
情
報

と
は

何
か

を
説

明
で

き
、
テ

キ
ス

ト
・

画
像

・
動

画
・

音
声

な
ど

の
フ

ァ
イ

ル
の

保
管

に
お

け
る

重
要

な
ポ

イ
ン

ト
を

説
明

で
き
、
オ
フ
ィ

ス
ソ
フ
ト
で

利
用
で

き
る
。
 

・
教

科
書

な
ど

を
使

っ
て

、
情

報
と

は
何

か

を
説
明
で

き
、
テ

キ
ス

ト
・
画

像
・
動

画
・

音
声

な
ど

の
フ

ァ
イ

ル
を

保
管

し
、

オ
フ

ィ
ス
ソ
フ

ト
で
利

用
で
き
る

。
5･

4･
3･

2･
1 

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
様
々
な
公

開
情
報
や
、
SN
S
等
に
よ
る
多
様
で

複
合
的
な
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
方
法
，
特
性
，
社
会
的
な

意
義
や
影
響
を
理
解
し
て
い
る
。
 

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
の

多
様

な
情

報
コ

ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
手

段
の

種
類

・
特

性
・

影
響

力
や

利
用

上
の

課
題

を
説

明
す

る
初

心
者

向
け

マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作

成
で
き

る
。

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
の

多
様

な
情

報
コ

ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
手

段
の

種
類

・
特

性
と

利
用

上
の

課
題

に
お

け
る

重
要

な
ポ

イ
ン

ト
を

具
体

的
な

事
例

を
も

と
に

説
明

で
き

る
。

 

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
の

多
様

な
情

報
コ

ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
手

段
の

種
類

・
種

類
と

利
用
上
の

注
意
点

を
説
明
で

き
る
。

・
教

科
書

な
ど

を
使

っ
て

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ

ト
上

の
情

報
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
種

類
・
特
徴

を
説
明

で
き
る
。

5･
4･

3･
2･

1 

③
デ
ジ
タ

ル
技
術

が
社
会
に

も
た

ら
す
メ
リ

ッ
ト
と

リ
ス
ク
を

理

解
し
、
個

人
情
報

保
護
，
知

的
財

産
権
等
を

踏
ま
え

て
行
動
で

き

る
。

・
デ

ジ
タ

ル
技

術
に

よ
る

社
会

の
発

展
の

可

能
性

と
課

題
、

著
作

権
や

個
人

情
報

の
取

り
扱

い
上

の
注

意
、

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

な
ど

の
権

利
の

保
護

の
重

要
な

ポ
イ

ン
ト

、
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
上

の
注

意
点

を
説

明
す

る
初

心
者

向
け

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

で
き

る
。

・
デ

ジ
タ

ル
技

術
に

よ
る

社
会

の
発

展
の

可

能
性

と
課

題
、

著
作

権
・

個
人

情
報

・
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
な

ど
の

権
利

に
つ

い
て

重
要

な
ポ

イ
ン

ト
を

具
体

的
な

事
例

を
も

と
に

説
明

し
、

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

上
の

注
意
点
を

説
明
で

き
る
。

 

・
デ

ジ
タ

ル
技

術
に

よ
っ

て
社

会
が

ど
の

よ

う
に

変
化

す
る

か
説

明
で

き
、

著
作

権
の

取
り

扱
い

・
個

人
情

報
の

保
護

・
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
に

つ
い

て
基

本
的

な
事

項
と

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

・
教

科
書

な
ど

を
使

っ
て

、
デ

ジ
タ

ル
技

術

の
発

展
の

可
能

性
を

説
明

で
き

、
著

作

権
・

個
人

情
報

・
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
お

よ
び

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
つ

い
て

説
明

で
き
る
。

5･
4･

3･
2･

1 

1
-2

情
報

社
会

に
お

い
て

情
報

を
収

集
・

分
析

す
る

基
本

技
能

④
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
様
々
な
情

報
や
、
業
務
で
発
生
す
る
情
報
、

他
者
が
収
集
す
る
情
報
な
ど
の
意

味
が
理
解
で
き
、
適
切
な
方
法
で

収
集
・
分
類
で
き
る
。
 

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
の

情
報

の
出

所
を

確

認
し

、
情

報
を

批
判

的
に

評
価

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

多
様

に
意

味
を

解
釈

し
、

責
任

を
も

っ
て

情
報

を
収

集
・

分
類

し
て

有
効

に
活

用
す

る
こ
と

が
で
き
る

。

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
の

情
報

の
出

所
を

確

認
し

、
情

報
を

批
判

的
に

評
価

し
、

責
任

を
も

っ
て

情
報

を
適

切
に

活
用

す
る

こ
と

が
で
き
る

。

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
の

情
報

の
出

所
を

確

認
し

、
情

報
を

評
価

し
、

責
任

を
も

っ
て

情
報
を
活

用
で
き

る
。

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
の

情
報

が
発

信
者

の

意
図

の
も

と
で

表
現

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

説
明

で
き

、
情

報
を

評
価

し
て

活
用

す
る

こ
と
の
重

要
性
を

説
明
で
き

る
。

5･
4･

3･
2･

1 

⑤
デ
ー
タ

ベ
ー
ス

や
デ
ー
タ

構
造

(
構

造
化

テ
キ

ス
ト

デ
ー

タ
)
の

基
礎
知
識

を
有
し

、
検
索
ツ
ー

ル

や
デ
ー
タ

収
集
ツ

ー
ル
を
適

切

に
使
用
で

き
る
。

・
デ
ー

タ
ベ
ー

ス
や
デ
ー
タ

構
造
(
構

造
化
テ

キ
ス

ト
デ

ー
タ

)
に

つ
い

て
基

礎
知

識
を

も
っ

て
実

例
を

も
と

に
説

明
で

き
、

検
索

ツ
ー

ル
や

デ
ー

タ
収

集
ツ

ー
ル

の
特

性
を

活
用

し
て

実
践

的
な

学
修

課
題

に
有

効
な

解
答

を
導

き
出
す

こ
と
が
で

き
る
。

・
デ
ー
タ

ベ
ー
ス

や
デ
ー
タ

構
造
(
構

造
化
テ

キ
ス

ト
デ

ー
タ

)
に

つ
い

て
基

礎
知

識
を

も
っ

て
説

明
で

き
、

検
索

ツ
ー

ル
や

デ
ー

タ
収

集
ツ

ー
ル

を
適

切
に

使
用

し
て

実
践

的
な

学
修

課
題

に
対

し
て

自
分

の
工

夫
を

加
え
て
解

答
を
出

す
こ
と
が

で
き
る

。
 

・
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
や
デ
ー
タ

構
造
(
構

造
化
テ

キ
ス
ト
デ

ー
タ
)
に

つ
い
て
説

明
で
き

、
検

索
ツ

ー
ル

や
デ

ー
タ

収
集

ツ
ー

ル
を

活
用

し
て

基
礎

的
な

学
修

課
題

に
対

し
て

自
分

の
工

夫
を

加
え

て
回

答
を

出
す

こ
と

が
で

き
る
。

 

・
デ
ー
タ

ベ
ー
ス

や
デ
ー
タ

構
造
(
構

造
化
テ

キ
ス

ト
デ

ー
タ

)
に

つ
い

て
教

科
書

を
使

っ
て

説
明

で
き

、
検

索
ツ

ー
ル

や
デ

ー
タ

収
集

ツ
ー

ル
を

活
用

し
て

基
礎

的
な

学
修

課
題

に
対

す
る

解
答

を
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

5･
4･

3･
2･

1 

⑥
デ
ー
タ

加
工
や

デ
ー
タ
マ

イ
ニ

ン
グ
に
つ

い
て

、
基

礎
的
な
手

法

を
修
得
し

て
い
る

。

・
デ

ー
タ

加
工

の
具

体
的

な
手

法
や

グ
ラ

ス

タ
リ

ン
グ

な
ど

３
つ

の
デ

ー
タ

マ
イ

ニ
ン

グ
手

法
に

つ
い

て
実

例
を

も
と

に
具

体
的

に
説

明
で

き
、

実
践

的
に

手
法

を
活

用
で

き
る
。

・
デ

ー
タ

加
工

や
デ

ー
タ

マ
イ

ニ
ン

グ
手

法

の
基

礎
知

識
を

具
体

的
に

重
要

な
ポ

イ
ン

ト
を
説
明

で
き
、

手
法
を
活

用
で
き

る
。

・
デ

ー
タ

加
工

や
デ

ー
タ

マ
イ

ニ
ン

グ
手

法

に
つ

い
て

ポ
イ

ン
ト

を
説

明
で

き
、

活
用

す
る

上
で

の
基

本
的

な
問

題
点

に
つ

い
て

説
明
で
き

る
。

・
教

科
書

な
ど

を
使

用
し

て
デ

ー
タ

加
工

や

デ
ー

タ
マ

イ
ニ

ン
グ

手
法

に
つ

い
て

説
明

で
き

、
活

用
す

る
上

で
の

注
意

点
を

説
明

で
き
る
。

5･
4･

3･
2･

1 

添添
付付

資資
料料

ＡＡ
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資
格

到
達

目
標
 

開
発

能
力

 
具
体
的
な
学
修
目
標
 

レ
ベ
ル
５
（
9
0
点
以
上
）

レ
ベ
ル
４
（
8
0
～
8
9
点
）

レ
ベ
ル
３
（
7
0
～
7
9
点
）

レ
ベ
ル
２
（
6
0
～
6
9
点
）

学
生
自
己

評
価
 

1
-3

情
報

社
会

に
お

い
て

情
報

を
扱

う
態
度

⑦
必
要
な
情
報
を
収
集
・
分
析
し
、

科
学
的
・
論
理
的
に
判
断
す
る
手

順
や
態
度
を
修
得
し
て
い
る
。
 

・
必

要
な

情
報

を
収

集
し

、
多

様
な

情
報

を

も
と

に
考

え
抜

く
論

理
的

な
議

論
を

す
る

こ
と

が
で

き
、

他
者

の
考

え
を

受
け

止
め

て
自

分
の

考
え

を
客

観
的

に
捉

え
直

す
こ

と
が

で
き

る
。

そ
の

上
で

建
設

的
な

議
論

を
導

く
こ

と
が
で

き
る
。

・
必

要
な

情
報

を
収

集
し

、
そ

の
情

報
を

も

と
に

論
理

的
な

議
論

を
す

る
こ

と
が

で

き
、

他
者

の
考

え
を

受
け

止
め

て
、

自
分

の
考

え
を

客
観

的
に

捉
え

直
す

こ
と

が
で

き
、

そ
の

上
で

結
論

を
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

・
収

集
し

た
情

報
に

基
づ

き
議

論
を

行
い

、

他
者

の
考

え
を

受
け

止
め

て
、

自
分

の
考

え
を

客
観

的
に

ま
と

め
る

こ
と

が
で

き

る
。

・
収

集
し

た
情

報
に

基
づ

き
議

論
を

行
い

、

他
者

の
考

え
を

用
い

て
、

自
分

の
考

え
を

ま
と
め
る

こ
と
が

で
き
る
。

5･
4･

3･
2･

1 

⑧
情
報
倫

理
を
理

解
し
、
イ
ン
タ

ー

ネ
ッ
ト
上

で
情
報

共
有
者

，
発
信

者
と
し
て

適
切
に

行
動
で
き

る
。
 

・
情

報
倫

理
を

踏
ま

え
て

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト

上
で

有
効

な
情

報
共

有
・

情
報

発
信

が
で

き
、

自
分

の
行

動
を

振
り

返
り

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
使

っ
て

社
会

的
な

価
値

を
生

み
出

す
た

め
の

行
動

指
針

を
ま

と
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

・
情

報
倫

理
を

踏
ま

え
て

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト

上
で

の
情

報
共

有
・

情
報

発
信

が
で

き
、

自
分

の
行

動
を

振
り

返
っ

て
、

適
正

な
活

動
の

た
め

の
実

践
的

な
ポ

イ
ン

ト
を

具
体

的
な
事
例

を
も
と

に
説
明
で

き
る
。

・
情

報
倫

理
を

踏
ま

え
て

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト

上
で

の
適

正
な

情
報

共
有

・
情

報
発

信
が

で
き

、
自

分
の

行
動

を
振

り
返

っ
て

、
適

正
な

行
動

の
た

め
の

基
本

的
な

ポ
イ

ン
ト

を
説
明
で

き
る
。

 

・
情

報
倫

理
を

踏
ま

え
て

必
要

最
低

限
の

ル

ー
ル

を
守

っ
て

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

で
情

報
共

有
・

情
報

発
信

が
で

き
、

自
分

の
行

動
が

与
え

る
影

響
を

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

5･
4･

3･
2･

1 

領
域
２

 
資

格

到
達

目
標

開
発

能
力
 

具
体
的
な
学
修
目
標
 

レ
ベ
ル
５
（
9
0
点
以
上
）

レ
ベ
ル
４
（
8
0
～
8
9
点
）

レ
ベ
ル
３
（
7
0
～
7
9
点
）

レ
ベ
ル
２
（
6
0
～
6
9
点
）

学
生
自
己

評
価

 

デ ー タ サ イ エ ン ス ・ デ ー タ エ ン ジ ニ ア リ ン グ ・AI技 術 の 基 礎 知 識 を 有 し 、 そ れ ら が

実 務 や 社 会 に ど の よ う な 影 響 を も た ら す か 理 解 で き る 。

2
-1

デ
ー
タ
エ

ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
の

基
礎
知
識

⑨
様
々
な

ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
の

種
類

や
特
性

、
そ
の

構
造

と
活
用
方

法

を
理
解
し

て
い
る

・
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
の

種
類

や
特

性
及

び
解

析

に
用

い
る

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

な
ど

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

に
関

す
る

知
識

を
修

得
し

た
上

で
、

実
例

を
も

っ
て

説
明

で
き

、
実

践
的

に
ビ

ッ
グ
デ
ー

タ
を
活

用
で
き
る

。

・
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
の

種
類

や
特

性
及

び
解

析

に
用

い
る

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

な
ど

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

に
関

す
る

知
識

を
修

得
し

た
上

で
、

重
要

な
ポ

イ
ン

ト
を

具
体

的
な

事
例

を
用

い
て

説
明

で
き

、
実

践
的

に
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
を
活
用

で
き
る

。

・
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
の

種
類

や
特

性
及

び
解

析

に
用

い
る

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

な
ど

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

に
関

す
る

知
識

を
修

得
し

た
上

で
、

基
本

的
な

ポ
イ

ン
ト

を
説

明
で

き
、

ビ
ッ

グ
デ
ー
タ

を
活
用

で
き
る
。

・
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

の
種
類
や

特
性
及

び
解
析

に
用

い
る

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

な
ど

ビ
ッ

グ

デ
ー
タ
に

関
す
る

知
識
を
修

得
し
、
基
本

的
な
ポ
イ

ン
ト
を

説
明
で
き

る
。

5･
4･

3･
2･

1 

⑩
デ
ー
タ

ベ
ー
ス

を
修
得
し

、
基

礎

的
な
デ
ー

タ
加
工

や
デ
ー
タ

マ

イ
ニ
ン
グ

を
行
う

こ
と
が
で

き

る
。

・
デ
ー

タ
ベ
ー

ス
の
知
識
を

修
得
し

た
上
で

、

デ
ー

タ
加

工
や

デ
ー

タ
マ

イ
ニ

ン
グ

手
法

に
つ

い
て

具
体

的
に

実
例

を
も

っ
て

説
明

で
き

、
デ

ー
タ

マ
イ

ニ
ン

グ
を

行
う

こ
と

が
で
き
る

。

・
デ
ー
タ

ベ
ー
ス

の
知
識
を

修
得
し

た
上
で

、

デ
ー

タ
加

工
や

デ
ー

タ
マ

イ
ニ

ン
グ

手
法

に
つ

い
て

具
体

的
に

重
要

な
ポ

イ
ン

ト
を

説
明

で
き

、
デ

ー
タ

マ
イ

ニ
ン

グ
を

行
う

こ
と
が
で

き
る
。

・
教

科
書

な
ど

を
使

用
し

て
デ

ー
タ

加
工

や

デ
ー

タ
マ

イ
ニ

ン
グ

手
法

を
活

用
す

る
上

で
の

注
意

点
を

説
明

で
き

、
デ

ー
タ

マ
イ

ニ
ン
グ
を

行
う
こ

と
が
で
き

る
。

・
教

科
書

な
ど

を
使

用
し

て
デ

ー
タ

加
工

や

デ
ー

タ
マ

イ
ニ

ン
グ

手
法

を
活

用
す

る
上

で
の

注
意

点
を

説
明

で
き

、
デ

ー
タ

マ
イ

ニ
ン
グ
を

行
う
こ

と
が
で
き

る
。

5･
4･

3･
2･

1 

2
-2

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

の
基

礎
知

識

⑪
デ
ー
タ

サ
イ
エ

ン
ス
の
基

礎
と

な
る
数
学
(
統

計
，

多
変
量
解

析

等
)
を
修
得
し

て
い

る
。

・
統

計
、

多
変

量
解

析
等

の
数

学
の

知
識

を

修
得

し
た

上
で

、
統

計
等

の
実

例
を

も
っ

て
説

明
で

き
、

実
践

的
に

デ
ー

タ
を

分
析

で
き
る
。

・
統

計
、

多
変

量
解

析
等

の
数

学
の

知
識

を

修
得

し
た

上
で

、
重

要
な

ポ
イ

ン
ト

を
説

明
で

き
、

実
践

的
に

デ
ー

タ
を

分
析

で
き

る
。

・
統

計
、

多
変

量
解

析
等

の
数

学
の

知
識

を

修
得

し
た

上
で

、
基

本
的

な
ポ

イ
ン

ト
を

説
明
で
き

、
デ
ー

タ
を
分
析

で
き
る

。

・
統

計
、

多
変

量
解

析
等

の
数

学
の

知
識

を

修
得

し
、

基
本

的
な

ポ
イ

ン
ト

を
説

明
で

き
る
。

5･
4･

3･
2･

1 

⑫
統
計
解

析
の
基

礎
的
手
法

を
使

っ
て
、
デ
ー
タ

を
分

析
す
る
こ

と

が
で
き
る

。

・
課

題
解

決
に

最
適

な
統

計
的

手
法

・
人

工

知
能

技
術

を
組

み
合

わ
せ

て
デ

ー
タ

を
分

析
し

、
実

践
的

な
課

題
の

解
答

を
導

き
出

し
、

そ
の

結
果

の
有

効
性

を
評

価
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
課

題
解

決
に

適
し

た
統

計
的

手
法

・
人

工

知
能

技
術

を
選

択
し

て
デ

ー
タ

を
分

析

し
、

実
践

的
な

課
題

の
解

答
を

導
き

出
す

こ
と
が
で

き
る
。

・
基

礎
的

な
統

計
的

手
法

・
人

工
知

能
技

術

を
使

っ
て

デ
ー

タ
を

分
析

し
、

実
践

的
な

課
題

の
解

答
を

導
き

出
す

こ
と

が
で

き

る
。

 

・
基

礎
的

な
統

計
的

手
法

・
人

工
知

能
技

術

を
使

っ
て

デ
ー

タ
を

分
析

し
、

与
え

ら
れ

た
課

題
の

解
答

を
導

き
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

 
5･

4･
3･

2･
1 

⑬
デ
ー
タ

の
分
析

か
ら
得
ら

れ
た

「
手
が
か

り
」
を
可

視
化
す
る

た

め
の
グ
ラ

フ
作
成

や
図
解
方

法

を
修
得
し

て
い
る

。

・
グ

ラ
フ

や
図

表
な

ど
様

々
な

図
解

の
仕

方

を
修

得
し

、
修

得
し

た
図

解
方

法
を

活
用

し
て

デ
ー

タ
分

析
結

果
を

説
明

し
、

問
題

点
と

そ
の

要
因

な
ど

に
つ

い
て

聞
き

手
が

納
得

で
き

る
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

が
で

き
る
。

・
グ

ラ
フ

や
図

表
な

ど
様

々
な

図
解

の
仕

方

を
修

得
し

、
修

得
し

た
図

解
方

法
を

活
用

し
て

デ
ー

タ
分

析
結

果
を

説
明

し
、

聞
き

手
が

理
解

で
き

る
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

が
で
き
る

。

・
グ

ラ
フ

や
図

表
な

ど
様

々
な

図
解

の
仕

方

を
修

得
し

、
修

得
し

た
図

解
方

法
を

活
用

し
て

デ
ー

タ
分

析
結

果
を

説
明

し
、

聞
き

手
が

あ
る

程
度

理
解

で
き

る
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ
ョ
ン

が
で
き

る
。

・
グ

ラ
フ

や
図

表
な

ど
様

々
な

図
解

の
仕

方

を
修

得
し

、
修

得
し

た
図

解
方

法
を

活
用

し
て
デ
ー

タ
分
析

結
果
を
説

明
で
き

る
。

5･
4･

3･
2･

1 
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資
格

到
達

目
標

開
発

能
力
 

具
体
的
な
学
修
目
標
 

レ
ベ
ル
５
（
9
0
点
以
上
）

レ
ベ
ル
４
（
8
0
～
8
9
点
）

レ
ベ
ル
３
（
7
0
～
7
9
点
）

レ
ベ
ル
２
（
6
0
～
6
9
点
）

学
生
自
己

評
価

 

2
-3

A
I

の
概

念
・

技
法
・
応
用

事
例

の
知

識

⑭
A
I
の
歴
史
と

技
術
背
景
に

つ
い

て
説
明
で

き
る
。

・
A
I
の

歴
史
と

技
術
背
景
の

知
識
を

修
得
し

、

ま
た

活
用

事
例

の
ト

レ
ン

ド
や

産
業

別
の

活
用

事
例

な
ど

広
く

活
用

の
意

義
を

知
っ

た
上
で
、
A
I
の
社

会
に
与
え

る
影
響

な
ど

多
様

な
観

点
か

ら
説

明
す

る
こ

と
が

で

き
、

そ
れ

に
ど

の
よ

う
に

対
応

す
べ

き
か

自
分
の
考

え
を
論

述
で
き
る

。
 

・
A
I

の
歴

史
と

技
術

背
景

の
知

識
を

修
得
 

し
、

ま
た

活
用

事
例

の
ト

レ
ン

ド
や

産
業

別
の

活
用

事
例

な
ど

広
く

活
用

の
意

義
を

知
っ
た
上

で
、
A
I
に
つ
い
て

説
明
す

る
こ

と
が

で
き

、
そ

れ
に

ど
の

よ
う

に
対

応
す

べ
き
か
自

分
の
考

え
を
論
述

で
き
る

。

・
A
I
の
歴
史
と

技
術
背
景
の

知
識
を

修
得
し

、

ま
た

活
用

事
例

の
ト

レ
ン

ド
や

産
業

別
の

活
用

事
例

な
ど

広
く

活
用

の
意

義
を

知
っ

た
上
で
、
A
I
に
つ

い
て
説
明

す
る
こ

と
が

で
き

、
そ

れ
に

ど
の

よ
う

に
対

応
す

べ
き

か
自
分
の

考
え
を

論
述
で
き

る
。

 

・
A
I

の
歴

史
と

技
術

背
景

の
知

識
を

修
得

し
、

ま
た

活
用

事
例

の
ト

レ
ン

ド
や

産
業

別
の

活
用

事
例

な
ど

広
く

活
用

の
意

義
を

知
っ
た
上

で
、
A
I
に
つ
い
て

説
明
す

る
こ

と
が
で
き

る
。

5･
4･

3･
2･

1 

⑮
A
I
の
社
会
で

の
活
用
事
例

と
そ

の
意
義
に

つ
い
て

理
解
し
て

い

る
。

・
機

械
学

習
（

デ
ィ

ー
プ

ラ
ー

ニ
ン

グ
）

の

基
本

的
な

原
理

と
そ

の
問

題
点

を
説

明
で

き
、

A
I
が
社
会
に

与
え
る
影

響
や
課

題
を

多
様

な
観

点
か

ら
説

明
で

き
、

そ
れ

に
ど

の
よ

う
に

対
応

す
べ

き
か

自
分

の
考

え
を

論
述

で
き

る
。

・
機

械
学

習
（

デ
ィ

ー
プ

ラ
ー

ニ
ン

グ
）

の

基
本
的
な

原
理
を

説
明
で
き

、
A
I
が
社
会

に
与

え
る

影
響

・
課

題
を

説
明

で
き

、
そ

れ
に

ど
の

よ
う

に
対

応
す

べ
き

か
自

分
の

考
え
を
論

述
で
き

る
。

 

・
機

械
学

習
（

デ
ィ

ー
プ

ラ
ー

ニ
ン

グ
）

の

基
本
を
説

明
で
き

、
A
I
が
社
会
に
与

え
る

影
響
・
課

題
を
説

明
で
き
る

。

・
教

科
書

な
ど

を
使

っ
て

機
械

学
習

（
デ

ィ

ー
プ
ラ
ー

ニ
ン
グ

）
の
基
本

や
A
I
が

社
会

に
与
え
る

影
響
を

説
明
で
き

る
。

5･
4･

3･
2･

1 

領
域
３
 

資
格

到
達

目
標

開
発

能
力
 

具
体
的
な
学
修
目
標
 

レ
ベ
ル
５
（
9
0
点
以
上
）

レ
ベ
ル
４
（
8
0
～
8
9
点
）

レ
ベ
ル
３
（
7
0
～
7
9
点
）

レ
ベ
ル
２
（
6
0
～
6
9
点
）

学
生
自
己

評
価

 

情 報 社 会 に お い て 、 対 象 と な る 課 題 を 科 学 的 ・ 論 理 的 に 発 見 ・ 分 析 し 、 適 切 に 表 現

す る こ と で 、 他 者 と 協 働 し て 創 造 的 に 解 決 す る 能 力 の 基 礎 を 身 に 付 け て い る 。

3
-1

課
題
発
見

力
・
分
析

力
・
表
現

力
と
共
有

化
の
技
能

⑯
身
近
な
状

況
の

中
か
ら
課

題
を

発
見
し

、
解
決

に
結

び
つ
く
デ

ー

タ
を
収
集

す
る
こ

と
が
で
き

る
。
 

・
身
近
な

状
況
を

幅
広
く
捉

え
、
自

ら
課
題

を
発

見
し

、
効
果

的
な
手
法

を
活
用

し
て

課
題

解
決

を
行
い

、
そ
の
結

果
を
評

価
し

て
改

善
策

を
明
確

に
で
き
る

。

・
身
近
な

状
況
の

も
と
で
、

自
ら
課

題
を
発

見
し
、
学

修
し
た

手
法
を
活

用
し
て

課
題

解
決
を
行

い
、
そ

の
結
果
を

評
価
す

る
こ

と
が
で
き

る
。

・
身
近
な

状
況
か

ら
課
題
を

明
確
に

し
、
学

修
し
た
手

法
を
活

用
し
て
課

題
解
決

を
行

う
こ
と
が

で
き
る

。
 

・
身
近
な

状
況
か

ら
課
題
を

明
確
に

し
、
課

題
解
決
に

向
け
て

行
動
を
と

る
こ
と

が
で

き
る
。

5･
4･

3･
2･

1 

⑰
収
集
し

た
デ
ー

タ
を
科
学

的
に

分
析
し

、
解
決

方
法

を
見
出
す

こ

と
が
で
き

る
。

・
分
析
の
目

的
、
手
順
を
明

確
に
し

た
上
で

、

収
集

し
た

デ
ー

タ
を

A
I
、

統
計

、
デ

ー
タ

分
析
な
ど

の
科
学

的
方
法
を

複
数
組

み
合

わ
せ
て
分

析
し
た

上
で
、
要

因
解
析

の
た

め
の
手
法

を
活
用

し
て
問
題

点
及
び

要
因

を
見
つ
け

出
し
、

具
体
的
か

つ
納
得

性
の

あ
る
解
決

方
法
を

見
出
す
こ

と
が
で

き

る
。

・
分
析
の

目
的
、
手
順
を
明

確
に
し

た
上
で

、

収
集

し
た

デ
ー

タ
を

A
I
、

統
計

、
デ

ー
タ

分
析
な
ど

の
科
学

的
方
法
を

複
数
組

み
合

わ
せ
て
分

析
し
、

要
因
解
析

の
た
め

の
手

法
を
活
用

し
て
問

題
点
及
び

要
因
を

見
つ

け
出
し
、

納
得
性

の
あ
る
解

決
方
法

を
見

出
す
こ
と

が
で
き

る
。

・
分
析
の
目

的
、
手
順
を
明

確
に
し

た
上
で

、

収
集
し
た

デ
ー
タ

を
い
く
つ

か
の
科

学
的

方
法
を
組

み
合
わ

せ
て
分
析

し
、
要

因
解

析
の
た
め

の
手
法

を
活
用
し

て
問
題

点
及

び
要
因
を

見
つ
け

出
し
、
具

体
的
な

解
決

方
法
を
見

出
す
こ

と
が
で
き

る
。

・
分
析
の

目
的
、
手
順
を
明

確
に
し

た
上
で

、

収
集
し
た

デ
ー
タ

を
科
学
的

方
法
を

用
い

て
分
析
し

た
上
で

、
要
因
解

析
の
た

め
の

手
法
を
活

用
し
て

問
題
点
及

び
要
因

を
見

つ
け
出
し

、
あ
る

程
度
の
解

決
方
法

を
見

出
す
こ
と

が
で
き

る
。

5･
4･

3･
2･

1 

⑱
デ
ー
タ

や
分
析

結
果
を
適

切
に

可
視
化
し

、
課

題
を

明
確
に
表

現

す
る
こ
と

が
で
き

る
。

・
グ
ラ
フ

や
図
表

な
ど
様
々

な
図
解

の
仕
方

を
修
得
し

、
修
得

し
た
図
解

方
法
を

活
用

し
て
デ
ー

タ
分
析

結
果
を
説

明
し
、

問
題

点
と
そ
の

要
因
な

ど
に
つ
い

て
聞
き

手
が

納
得
で
き

る
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン

が
で

き
る
。

・
グ
ラ
フ

や
図
表

な
ど
様
々

な
図
解

の
仕
方

を
修
得
し

、
修
得

し
た
図
解

方
法
を

活
用

し
て
デ
ー

タ
分
析

結
果
を
説

明
し
、

聞
き

手
が
理
解

で
き
る

プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ

ョ
ン

が
で
き
る

。

・
グ
ラ
フ

や
図
表

な
ど
様
々

な
図
解

の
仕
方

を
修
得
し

、
修
得

し
た
図
解

方
法
を

活
用

し
て
デ
ー

タ
分
析

結
果
を
説

明
し
、

聞
き

手
が
あ
る

程
度
理

解
で
き
る

プ
レ
ゼ

ン
テ

ー
シ
ョ
ン

が
で
き

る
。

・
グ
ラ
フ

や
図
表

な
ど
様
々

な
図
解

の
仕
方

を
修
得
し

、
修
得

し
た
図
解

方
法
を

活
用

し
て
デ
ー

タ
分
析

結
果
を
説

明
で
き

る
。

5･
4･

3･
2･

1 

⑲
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の

本
質

を
理
解
し

、
集

団
の

前
で
効
果

的

に
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が

で

き
、
ま
た

、
共

同
作

業
に
お
い

て

様
々
な
目

的
で
話

し
合
い
が

で

き
る
。

・
多
人
数

の
前
で

、
聞
き
手

の
ニ
ー

ズ
に
対

応
し
た
説

得
力
の

あ
る
プ
レ

ゼ
ン
テ

ー
シ

ョ
ン

が
で

き
、
共

同
作
業
に

お
い
て

、
目

的
に

対
し

て
効
果

的
な
計
画

を
立
案

す
る

創
造

的
な

話
し
合

い
が
で
き

る
。

 

・
多
人
数

の
前
で

、
聞
き
手

の
ニ
ー

ズ
に
対

応
し
た
プ

レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ

ン
が
で

き
、

共
同
作
業

に
お
い

て
互
い
の

考
え
を

理
解

し
目
的
を

明
確
に

し
た
話
し

合
い
が

で
き

る
。

・
多
人
数

の
前
で

、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー

シ
ョ
ン

を
行
い
、

共
同
作

業
に
お
い

て
互
い

の
考

え
を
理
解

し
た
話

し
合
い
が

で
き
る

。

・
多
人
数

の
前
で

、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー

シ
ョ
ン

を
行
い
、

共
同
作

業
に
お
い

て
話
し

合
い

が
で
き
る

。
5･

4･
3･

2･
1 
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資
格

到
達

目
標

開
発

能
力
 

具
体
的
な
学
修
目
標
 

レ
ベ
ル
５
（
9
0
点
以
上
）

レ
ベ
ル
４
（
8
0
～
8
9
点
）

レ
ベ
ル
３
（
7
0
～
7
9
点
）

レ
ベ
ル
２
（
6
0
～
6
9
点
）

学
生
自
己

評
価

 

3
-2

課
題
解
決

の
態
度

⑳
グ
ル
ー
プ
活
動
に
お
い
て
、
相
手

の
立
場
を
理
解
し
て
合
意
点
を
探

り
、
協
調
で
き
、
必
要
に
応
じ
て

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
る
な
ど
、

適
切
に
活
動
で
き
る
。
 

・
多
様

な
相
手
の

立
場
や
意

見
を
理

解
し
て

考
え

を
引

き
出
す

意
見
交
換

を
し
、

自
ら

の
責

任
を

積
極
的

に
果
た
し

、
グ
ル

ー
プ

活
動

状
況

を
把
握

し
、
必
要

に
応
じ

て
リ

ス
ク

を
と

っ
て
リ

ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を

取
る

な
ど

で
グ

ル
ー
プ

活
動
に
貢

献
で
き

る
。

 

・
多
様
な

相
手
の

立
場
や
意

見
を
理

解
し
て

意
見
交
換

し
、
自

ら
の
責
任

を
積
極

的
に

果
た
し
、

グ
ル
ー

プ
活
動
状

況
を
把

握
し

そ
れ
に
応

じ
て
グ

ル
ー
プ
活

動
に
貢

献
で

き
る
。

 

・
相
手
の

立
場
を

理
解
し
て

意
見
交

換
し
、

自
ら
の
責

任
を
積

極
的
に
果

た
し
て

、
グ

ル
ー
プ
活

動
に
貢

献
で
き
る

。

・
相
手
の

立
場
を

理
解
し
て

意
見
交

換
し
、

自
ら
の
責

任
を
果

た
し
て
、

グ
ル
ー

プ
活

動
に
参
加

で
き
る

。
5･

4･
3･

2･
1 

㉑
社
会
の

変
化
を

感
知
し

、
学
び

を

継
続
し
て

自
分
の

ラ
イ
フ
キ

ャ

リ
ア
を
考

え
続
け

る
こ
と
が

で

き
る
。

・
社
会
の

変
化
を

将
来
的
な

観
点
か

ら
理
解

し
、

学
び

を
継
続

す
る
課
題

を
具
体

的
に

明
確

に
し

、
自
分

の
ラ
イ
フ

キ
ャ
リ

ア
を

築
い

て
い

く
か
レ

ポ
ー
ト
に

ま
と
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
社
会
の

変
化
を

理
解
し
、

学
び
を

継
続
す

る
課
題
を

明
確
に

し
、
自
分

の
ラ
イ

フ
キ

ャ
リ
ア
を

築
い
て

い
く
か
レ

ポ
ー
ト

に
ま

と
め
る
こ

と
が
で

き
る
。

・
社
会
の

変
化
を

理
解
し
、

学
び
を

継
続
す

る
必
要
性

を
理
解

し
、
自
分

の
ラ
イ

フ
キ

ャ
リ
ア
の

方
向
性

に
つ
い
て

レ
ポ
ー

ト
に

ま
と
め
る

こ
と
が

で
き
る
。

・
自
分
の

ラ
イ
フ

キ
ャ
リ
ア

の
観
点

か
ら
学

び
を
継
続

す
る
必

要
性
を
説

明
で
き

る
。

5･
4･

3･
2･

1 

◇
評
価
記
入
上
の

注
意

※
¹
 
各
レ
ベ
ル
に

付
記

す
る

数
は

あ
く

ま
で

大
学

教
育

評
価

に
対

応
す

る
目

安
。

※
²
 
レ

ベ
ル

1
の
記

載
は

な
い

が
、

レ
ベ

ル
2
に

達
し

な
い

も
の

を
レ

ベ
ル

1
と

み
な

し
て

評
価

す
る

。

※
³
 

「
開
発
能
力
」
「

具
体
的

な
学

修
目

標
」

の
達
成

度
自

己
評

価
を

行
う

際
、

そ
の

す
べ

て
に

対
応

す
る

授
業

科
目

（
学
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
が
あ
り
、
ま
た
履
修
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
、

具
体
的
な
学

修
目

標
を

整
理

し
て

該
当

す
る

も
の

に
つ

い
て

の
み

自
己

評
価

し
、

該
当

し
な

い
も

の
は

、
自

己
評
価
を
せ
ず
に
空
欄
の
ま
ま
に
す
る
。

※
⁴
 

領
域
別
総
合
評

価
は

、
そ

の
領

域
の

開
発

能
力

の
学

修
目

標
達

成
度

の
自

己
評

価
の

記
載

結
果

を
確

認
し

、
そ

れ
を
も
と
に
そ
の
領
域
の
学
修
目
標
達
成
度
に

つ
い
て
総
合
的
に
評
価
す
る
。

（
総
合
評
価

の
記

載
は

「
到

達
目

標
達

成
度

評
価

表
（

提
出

用
）
」

に
記

す
）
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【データサイエンス・AI 実務パスポート】教育課程 到達目標達成度評価表（提出用） 

資格到達目標 開発能力 具体的な学修目標 
学生自己評価 

（項目別）レベル 
学生自己評価 

（領域別）総合評価 

領
域
１

情
報
社
会
に
お
い
て
情
報
を
適
切
に
収
集
・
分
析
す
る
知
識
と
技

能
を
持
ち
、
他
者
へ
の
思
い
や
り
を
持
っ
て
、
協
働
で
き
る
基
本
能
力
を
身

に
つ
け
て
い
る
。

1-1
情報社会
における
情報の知
識

①情報がもつ特性、その表現方法を理解している。テキスト，画像，

動画，音声，位置情報など、多様なデジタルデータの収集や保管、

取り扱いができる。

5・4・3・2・1

5・4・3・2・1 

②インターネット上の様々な公開情報や、SNS 等による多様で複合

的な情報コミュニケーションの方法，特性，社会的な意義や影響を

理解している。

5・4・3・2・1 

③デジタル技術が社会にもたらすメリットとリスクを理解し、個人情報

保護，知的財産権等を踏まえて行動できる。
5・4・3・2・1

1-2
情報社会
において
情報を収
集・分析
する基本
技能

④インターネット上の様々な情報や、業務で発生する情報、他者が収

集する情報などの意味が理解でき、適切な方法で収集・分類でき

る。

5・4・3・2・1

⑤データベースやデータ構造(構造化テキストデータ)の基礎知識を

有し、検索ツールやデータ収集ツールを適切に使用できる。
5・4・3・2・1

⑥データ加工やデータマイニングについて、基礎的な手法を修得して

いる。
5・4・3・2・1 

1-3
情報社会
において
情報を扱
う態度

⑦必要な情報を収集・分析し、科学的・論理的に判断する手順や態

度を修得している。
5・4・3・2・1

⑧情報倫理を理解し、インターネット上で情報共有者，発信者として

適切に行動できる。
5・4・3・2・1

領
域
２

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
デ
ー
タ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
・A

I

技
術
の
基
礎
知
識
を
有
し
、
そ
れ
ら
が
実
務
や
社
会
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す
か
理
解
で
き
る
。

2-1
データエ
ンジニア
リングの
基礎知識

⑨様々なビッグデータの種類や特性、その構造と活用方法を理解し

ている。
5・4・3・2・1

5・4・3・2・1 

⑩データベースを修得し、基礎的なデータ加工やデータマイニングを

行うことができる。
5・4・3・2・1

2-2
データサ
イエンス
の基礎知
識

⑪データサイエンスの基礎となる数学(統計，多変量解析等)を修得して

いる。 
5・4・3・2・1

⑫統計解析の基礎的手法を使って、データを分析することができる。 5・4・3・2・1 

⑬データの分析から得られた「手がかり」を可視化するためのグラフ

作成や図解方法を修得している。
5・4・3・2・1

2-3
AI の 概
念 ・ 技
法・応用
事例の知
識

⑭AI の歴史と技術背景について説明できる。 5・4・3・2・1 

⑮AI の社会での活用事例とその意義について理解している。 5・4・3・2・1 

領
域
３

情
報
社
会
に
お
い
て
、
対
象
と
な
る
課

題
を
科
学
的
・
論
理
的
に
発
見
・
分
析
し
、
適
切

に
表
現
す
る
こ
と
で
、
他
者
と
協
働
し
て
創
造
的

に
解
決
す
る
能
力
の
基
礎
を
身
に
付
け
て
い
る
。

3-1
課題発見
力・分析
力・表現力
と共有化
の技能

⑯ 身近な状況の中から課題を発見し、解決に結びつくデータを収集

することができる。
5・4・3・2・1

5・4・3・2・1 

⑰収集したデータを科学的に分析し、解決方法を見出すことができ

る。
5・4・3・2・1

⑱データや分析結果を適切に可視化し、課題を明確に表現すること

ができる。
5・4・3・2・1 

⑲コミュニケーションの本質を理解し、集団の前で効果的にプレゼン

テーションができ、また、共同作業において様々な目的で話し合い

ができる。

5・4・3・2・1 

3-2
課題解決
の態度

⑳グループ活動において、相手の立場を理解して合意点を探り、協調

でき、必要に応じてリーダーシップを取るなど、適切に活動できる。
5・4・3・2・1

㉑社会の変化を感知し、学びを継続して自分のライフキャリアを考え

続けることができる。 
5・4・3・2・1

〇評価結果の全体振り返りと今後の自分の開発能力と学修課題について（300 字程度 学生記入） 

大学名 学部・学科

学籍番号 氏 名

添添付付資資料料ＢＢ  

教職員提出確認
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データサイエンス・AI 実務パスポート資格認定規程 

第１章 総則 

（趣旨） 

第１条 一般財団法人全国大学実務教育協会（以下「本協会」という。）の定款第６条第２項の

規定により、データサイエンス・AI 実務パスポートの資格教育課程の認定及び資格認定証の授

与に関する必要な事項については、この規程の定めるところによる。 

第２章 資格教育課程 

（資格教育課程の認定） 

第２条 本協会が有する資格認定証の授与を受けようとする大学（短期大学及び専攻科を含む。以

下同じ。）は、本協会の会員校として入会し、併せて本協会が定める資格教育課程の認定を予め

受けなければならない。 

２ 資格教育課程編成等に変更が生じる場合には、必要に応じ変更届を提出し、認定を受けなけれ

ばならない。 

（資格教育課程） 

第３条 資格教育課程を設置するにあたっては、大学本来の教育課程を逸脱することなく、履修で

きるように配慮しなければならない。 

２ 資格教育課程は、本協会が学修領域ごとに定める資格到達目標を達成できるように教育課程を

編成しなければならない。詳しくは「資格ガイドライン」の内容に準拠するものとする。 

３ 資格教育課程の開設は、原則として大学又は学部・学科単位で行う。 

４ 資格教育課程については、学則又は別途の規程もしくは細則において定める。 

（教員の配置） 

第４条 教員の配置は、次の各号によるものとする。 

（１）当該資格教育課程の必修科目を担当する教員のうち１名以上は専任教員を配置するものと

する。ただし、必修科目に専任が得られない場合は、当分の間、選択科目に１名以上配置

する。この号においては学内兼担を専任とみなす。

（２）前号に掲げる専任教員（複数の場合は、代表者として１名）については、履歴書及びデー

タサイエンス・AI 実務教育に関する教育研究業績調書（実務実績を含む。）等を提出しな

ければならない。また、教員に変更があった場合には、その都度これらの書類を提出しな

ければならない。 

（３）当該資格教育課程を統括するため資格教育課程責任者として専任教員 1 名を配置する。

（施設・設備） 

第５条 施設・設備は、データサイエンス・AI 実務教育に必要な機能をもつものを備えるものと

する。 

（図書・学術雑誌等） 

第６条 図書・学術雑誌等は、データサイエンス・AI 実務教育に必要なものを保有するほか、視

聴覚教材も保有するものとする。 
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（実情調査） 

第７条 本協会は、教育の実施状況について、必要に応じ随時実情調査を行うものとし、不適格と

認められた場合には資格教育課程の認定を取消すことがある。 

（資格教育課程等の自己点検チェックリストによる調査） 

第８条 本協会は、資格教育課程等認定後、会員校の資格教育課程の自己点検により質の向上を図

るため、隔年度「資格教育課程等の自己点検チェックリスト」による調査を行い、会員校は、そ

の調査結果を本協会に報告しなければならない。 

（資格教育課程の認定申請・変更申請） 

第９条 資格教育課程の認定申請手続、資格教育課程編成等の変更申請の手続については、資格教

育課程認定申請手続要項に定める。 

第３章 資格の授与 

（資格の授与） 

第１０条 本協会は、この規程に定める要件を満たした者にデータサイエンス・AI 実務パスポー

トの資格を授与する。

（資格授与要件） 

第１１条 データサイエンス・AI 実務パスポートの資格を取得しようとする者は、本協会が資格

教育課程を認定した大学において、本協会が定める領域ごとに、開発能力の主たるものを含め、

資格到達目標を達成しなければならない。その達成には、大学が定める資格教育課程を履修し、

次表に定めるところにより、所定の単位を修得しなければならない。 

領域・資格到達目標の区分 開発能力 
必修修得単

位数 

総修得 

単位数 

領
域
１

情報社会において情報を適切に収集・

分析する知識と技能を持ち、他者への

思いやりを持って、協働できる基本能

力を身に付けている。 

・情報社会における情報

の知識

・情報社会において情報

を収集・分析する基本技能

・情報社会において情報を

扱う態度

２単位 

以上 

１６単位 

以上 

領
域
２

データサイエンス・データエンジニア

リング・AI 技術の基礎知識を有し、そ

れらが実務や社会にどのような影響を

もたらすか理解できる。

・データエンジニアリングの

基礎知識

・データサイエンスの基礎知

識

・AI の概念・技法・応用事

例の知識

２単位 

以上 

領
域
３

情報社会において、対象となる課題を

科学的・論理的に発見・分析し、適切

に表現することで、他者と協働して創

造的に解決する能力の基礎を身に付け

ている。 

・課題発見力・分析力・表現

力と共有化の技能

・課題解決の態度

２単位 

以上 
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２ 大学及び大学以外の施設（大学附置教育センター、高等学校、企業等）における学修のうち到

達目標を達成するためのものとして大学が認定するものは資格の単位として取り扱うことができ

る。 

３ 第１項に定める所定の単位を修得した者は、本協会が「資格ガイドライン」に定める到達目標

達成度評価制度に基づき自己評価（到達目標達成度評価）を行うものとする。 

４ 大学が科目等履修生の資格取得を認める場合は、大学が定める資格教育課程を履修し、到達目

標達成度評価を行った者に対して資格を授与する。 

（資格授与の申請） 

第１２条 データサイエンス・AI 実務パスポート資格認定証は、当該大学長の申請に基づき授与

する。 

２ 資格認定証の申請手続は別に定める。 

（資格授与申請年度等） 

第１３条 前条の申請は、本協会が資格教育課程を認定した年度以降、第１１条に定める要件を満

たした者から適用する。 

２ 申請の期限は、毎年７月末日又は１１月末日とし、資格認定証は単位修得結果の確定後、当該

申請大学の学長に送付する。 

（資格授与の申請費用） 

第１４条 資格授与の申請に要する費用は、一件あたり 5,500 円(税抜額 5,000 円)とする。 

２ 資格を申請し、申請年度中に資格を取得するために必要な科目・単位を修得できなかった者は、

申請の翌年度から起算して１０年以内に当該科目・単位を修得した場合に限り、申請費用を新た

に徴収せずに、資格認定証を授与する。 

（資格の使用） 

第１５条 データサイエンス・AI 実務パスポートの資格は、本協会の資格認定証を授与された者

でなければ、使用することができない。 

（資格認定証の様式） 

第１６条 資格認定証の様式は、別に定める。 

（証明書の発行） 

第１７条 資格認定証を授与された者が授与証明を希望する場合は、資格(称号)授与証明書を発行

する。 

２ 証明書に要する費用は、一件あたり 1,100 円(税抜額 1,000 円)とする。 
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   附 則

この規程は、２０２３年４月１日から施行する。ただし、第１１条第４項及び第５項の到達目

標達成度評価の規定は、直ちに実施することが困難な場合は、本協会に申し出ることにより、当

分の間この適用を猶予する。 

   附 則

この規程は、２０２３年９月１５日から施行する。 
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